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プラトン著作中世ビザンツ写本Parisinus graecus 1807 fol. 1r col. 1 - fol. 14r col. 1

（『クレイトポン』、『国家』第1巻）に付されたる疑問符の形態、出所、特質について

瀧　章次

1 　はじめに

　プラトンにとって、対話を描く技法、とりわけソクラテスの対話を描く技法はどのようなもので

あったか。本研究は、プラトン著作中世写本Parisinus graecus 1807（以下「写本A」）における「疑問

符」とされる符号の形態、出所、特質の調査結果を通して、この問題に関する若干の考察を加えるも

のである。

　現代のプラトンの読者は、近代の校訂を通して、現在の句読法に慣れ親しんでいるが、しかしなが

ら、それは原著者プラトンの手になるものではない。句読法が体系的に整備され始めたのは、9世紀

以降のことである。戯曲における話者の交代を示す「：」の記号はパピルス文書に見られるが、一貫

して用いられる区切り記号はない(e.g. Oxyrhynchus 455,　PMil Vogliano I 10)。とりわけ、疑問符とな

ると、形態として「；」または、話者交代の記号「：」の下方に「，」を付した符号として、写本を

直接判読した者によって報告されてきているけれども、この符号が現われるのは、9世紀を遡ること

はない。写本上の疑問符は、本文の書写とは別に、アクセントや気息記号と共に、インクや筆記具、

運筆の違いから、後から別の手で付け加えられたものであると判断されることが多く、近代の校訂者

は、それぞれの責任で、形態「；」の疑問符を付してきた 1 。従って、現代の読者が「ソクラテスの

問答」として、問いと答えの応酬を、印刷された疑問符を通じて、受け取っている時、実際には、そ

の都度、校訂者によって作られた「問答」を受け取っているのである。それゆえに、批判的にプラト

ン自身の本文を再構成する場合には、校訂本の疑問符は、括弧に入れて、熟慮、再考しつつ読むべき

であり、ソクラテスの問答というものも、こうした吟味の上に考えるべきものである。実際、校訂の

際に写本の句読法の異同は重要視されていない。中世写本の「疑問符」とされる符号については、写

本に書かれているという報告はあっても、それ以上、その特質を考察するということは、本文再構成

上関心の対象とはなってこなかった。本研究で扱う写本Aについても、「疑問符」は、本文書写の写

字生の手とは別の後の手によるものという報告以上に、多く顧みられることはなかった。

　しかし、従来の報告に対して、改めて写本を見てみるとき、従来「疑問符」と報告されてきた句読

法について、それが、本文を書写したその手によるものであったと仮定することの方が有力であると

いうことになるならば、事はどうなるであろうか。もちろん、そうなったからといって、直ちに、「疑
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1 句読法、疑問符に関する常識については、Gardthausen, vol. 2, 394-410; Pfeiffer, 178-181; Thompson, 

1912, 60; id. 1966, 4, 9, 67-70; Turner, 57, 92。以下文献の引用は、紛れがない限り、著者と該当箇所のみ

による。詳細は巻末参考文献を見よ。



問符」を付し疑問文と解釈する読みが、9世紀をさらに遡って、古代にまで届くということの保証は

ないであろう。 さりながら、写本Aは、プラトン著作に関する現存写本のうちで最も古いものであ

り 2、また、同時期のMS E.D. Clarke 39（以下「写本B」3）と較べて「疑問符」の形も定まっていな

いものであり、しかも、古典文献学史上、9世紀というuncial体からminuscule体へと書き換えられ、

素材が、パピルスから羊皮紙へと転換する、古代からの伝承がその後へと受け継がれる重要な時期の

ものであるということとなると、その「疑問符」は、俄然、重要な伝承の証拠となろう。そして、で

は、一人の手によって、どのように作り出されているのか、本文に付すに当たってその基準は何で

あったのか、原本を写すに当たって本文に続いて「疑問符」を付すことの指示は、何に、また、誰に

由来するのか、これらのことがらを改めて調べ吟味する意義を担うものとなろう。現代の批判的読者

にとって、疑問符は読者の責任で付すという常識が直ちに変わることはないが、「疑問符」の生成に

関わる他の写本との比較吟味によっては、9世紀より遡る古代の読みに繋がる手がかりを与えてくれ

る可能性は残されている。実際、近年この写本の研究に取り組み、『クレイトポン』、『国家』の新た

な校訂を成し遂げたR. Slingsは、『クレイトポン』校訂本の巻末付録(342)において、句読法が後代の

拵え物だと考える古典文献学の常識は作り話だと批判している。確かに、Slings自身は、この批判で、

疑問符のことを念頭においていたか、その校訂における疑問符の扱い方から、怪しまれるが、今後の

「疑問符」生成に関する調査の為に、写本Aにおける「疑問符」とされる符号の特質を確認しておく

ことは、プラトンが対話を描く技法を考察する目的にとって意義を持つと考える。

　本稿では、「疑問符」に関し、写本Aの一部、『クレイトポン』と『国家』第1巻に限定して、調査

を行なった。『クレイトポン』を選んだのは、Slingsが「作り話」と批判するする意図を見定めるため

であると同時に、異なる作品間で句読法に変更がないかを確認するためである（なお、同じ筆、同じ

記号が、使われていることが結果として判明した）。また、『国家』第1巻を選んだのは、写本Aに書

写されているThrasylusによるTetralogyのVIII、IXに配置された作品の中でも、ソクラテスの問答と

して、文法的特性から疑問文がもっとも頻繁に現われるものであり、「疑問符」とされる符号の付さ

れ方を検討するための材料をもっとも多く与えてくれるからである4。写本A全体の「疑問符」に関

しては今後、先の写本B、古代のプラトン著作流布本の系譜とされる14世紀の写本cod. Vindbonensis 

55, suppl. phil. gr. 39 （以下「写本F」）、そのほかの9世紀の写本の「疑問符」と合わせた総合的な検
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2写本Aの筆跡は、小文字α、κ、λ、μ、πの形から言って、Gardthausen vol. 2巻末図表によれば、

９世紀以降の写本と考えられる（cf. Boter, 45-48, 88-91）。

3フォティオスの弟子、カッパドキアのカイサリアの大主教アレタスのために、John the Calligrapherが、

895年に作成した写本。「：」と「、」が一体となった疑問符が見られる（fol. 368v 『ゴルギアス』冒

頭部 447a-b (Wilson, Pl. 14)）

4近年のプラトンの写本の校訂について、とりわけ、『国家』篇に関するBoterの研究、それに基づく

Slingsの新校訂について、さらには、『国家』篇第1巻におけるSlingsの校訂の実際については、納富

を見よ。なお、「疑問符」等、おそらく諸家の句読法に関する常識を受けて、句読法は特に問題とは

なっていない。
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討の機会まで待つこととする。

　本稿は、2007年8月末にフランス国立図書館(Bibliothèque nationale de France)から入手した白黒マ

イクロフィルムに基づくもので、判読に当たっては、城西国際大学図書館に設置されているマイクロ

フィルムリーダーFUJIX DDIP6200を用いた。

　以上から本研究は、中間報告であり、その仮説とそれに基づく考察は、次の条件に制約されたもの

である。（１）原物ではなく白黒マイクロフィルムによる写しに基づいている。（２）マイクロフィル

ムリーダー接続のコピー機が作り出す像は原物を完全に忠実に写しているか疑う余地がある。（３）写

本Ａの全体を調査してはいない。（４）9世紀－10世紀のそのほかの写本(cf. Allen)や、プラトンの写

本Ｂ全体、写本Ｆとの比較を行なっていない。

　以下においては、2において、「疑問符」が付されている箇所を提示し、3においてそれらの箇所に

おける「疑問符」の形態に関する観察、分類を提示し、4において、そこから得られる、「疑問符」を

付した手に関する従来とは異なる仮説、本文書写の手がまた多くの「疑問符」を付したとする仮説を

提出する。この仮説に基づいて、「疑問符」を付した手における、「疑問符」を付すに当たっての基準

を明らかにするために、5において、文法的・意味論的に明示的に疑問文としての特徴のある箇所に

おける「疑問符」の有無、6において、そのような特徴のない箇所における「疑問符」の有無、この

2点に関する調査結果を提示する。そして、この調査結果をもとに、7において、本文書写の際に「疑

問符」を付した基準を考察し、そこから得られるプラトンの技法に関する意義を述べる。

　なお比較対照として、近代の校訂における疑問符の有無についても調べ記録した。『クレイトポン』

の場合、Burnet、Souilhé、Slingsの校訂を、『国家』第1巻の場合、Musurus (editio princeps 1513年)、

Stephanus (1578年)、 Bekker、Ast、Schneider、Stallbaum、Hermann、Jowett & Campbell、Adam、Burnet、

Shorey5、Chambry、Slingsの校訂を調べた。 以下5.1-5.5においては、近代の校訂はいずれも疑問符を

付すので、重要でない限り、逐一対照を記さない。5.6以下、対照を括弧内に示す。調査した諸家が一

致する場合、editorsの略号edd. で示す。『国家』第1巻については、Ficinusのラテン語訳（1491年）

も調べた。校訂者ではないが、edd.とある場合、その中に含めてある。小文字qは question markの略

号で校訂者、翻訳者が疑問符を付している場合を指す。nqとあるのは、non-question markの略号で、

句読法が何もない場合も含め、comma, semicolon、fullstopが付されている場合を指す。小文字f は full 

stopの略号で校訂者、翻訳者が終止符を付している場合を指す。c.は、ceteri　「そのほか」を指す。

　なお、5において、文法的・意味論的に明示的には疑問文の特徴をもたない箇所における「疑問符」

の有無を調査する際、写本Aが、「疑問符」を付している箇所で、19世紀以降の校訂すべてにおいて

疑問符がない場合、番号の右肩に＊を付す。また、写本Aが「疑問符」を付していない箇所で、19世

紀以降の校訂すべてにおいて疑問符がある場合、番号の右肩に＊＊を付す。

　また、テキスト上の参照箇所については、Stephanus版のページと区切りを示すアルファベットを先

ず示し、括弧内に、写本Aの箇所を示す。その場合、ページ1枚ごとに右ページ右上につけられたペー

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

5序でHermannのテキストに基づいていると述べているが(I, xlv)、疑問符については、断り書きなし

に、異なっている箇所があるので、調査対象とする。



ジ付けを、foliumの略号、fol.とアラビア数字で示し、アラビア数字の右肩に小文字でつけられた、r

はrecto、右ページを示し、vは左ページを示す。写本Aは、folioの紙型（タテ約36㎝、ヨコ約24㎝）

で各ページ二つのコラムが配列され、各列は、各行不定、約20の文字数で、44行からなる。文字の

大きさは、２～３㎜四方。そこで、col. をcolumnaの略号として、各ページ左コラムは、col. 1、右コ

ラムは、col. 2で示す。行はlineaの略号l.を用いて示す。

2 「疑問符」の付されている箇所

（なお写本Aに関する本稿の記載について、語末のsは、写本Aの字体に倣って、jとせず、sとし

てある。また、文末には記号を付していない。終止符あるいは疑問符と判断する場合を除いて、写本

Aの区切り記号については、本稿では、主に「�」を用いているが、写本Aに付されているすべての

区切り符号を転記してはいないし、また、近代のセミコロンとコンマの区別を判断して記載している

ものでもない。）

2.1 台詞の終わりにある文末 

『国家』第 1巻 1. 327c (fol. 3r col. 1 ll. 33-34) o(ra=is ...e)sme/n　2. 327c (fol. 3r col. 1 ll. 39-40) h)= ... 

a)kou/ontas 3. 328a (fol. 3r col. 1 l. 43-fol. 3r col. 2 l. 1)  a)=ra ...th=i qew=i 4. 328a (fol. 3r col. 2 ll. 3-5) 

lampa/dia ... toi=s i(/ppois 5. 331d (fol. 4v col. 2 ll. 12-14) ou)kou=n ... klhrono/mos 6. 332a (fol. 4v col. 2 

l. 34) h)= ga/r 7. 332a (fol. 4v col. 2 ll. 34-37) a)podote/on ... a)paitoi= 8. 332b (fol. 5r col. 1 ll. 7-8) ou)x ... 

simwni/dhn 9. 332b (fol. 5r col. 1 ll. 9-11) ti/ deì ... o)feilo/menon 10. 332c (fol. 5r col. 1 ll. 30-33)  h( deì ... 

kalei=tai 11. 332d (fol. 5r col. 1 ll. 34-36)  h( ou)=n dhì ... kaloi=to 12. 332e (fol. 5r col. 2 ll. 11-12)  mhì 

ka/mnousi/ ... a/)xrhstos 13. 332e (fol. 5r col.2 ll. 13-14) kaiì mhì ple/ousi dhì kubernh/ths 14. 332e (fol. 

5r col. 2 ll. 14-16)  a)=ra kaiì ... a/)xrhstos 15. 332e (fol. 5r col. 2 ll. 17-18)  xrh/simon a/)ra ... dikaiosu/nh 

16. 333a (fol. 5r col. 2 ll. 19-20)  pro/s ge karpou= kth=sin 17. 333a (fol. 5r col. 2 ll. 20-21)  kaiì mhìn kaiì 

skutotomikh/  18. 333a (fol. 5r col. 2  ll. 22-23)  pro/s ge ... fai/hs kth=sin 19. 333b (fol. 5r col. 2 ll. 33-37) 

 a)ll' ei)s ... oi)kodomikou= 20. 333c (fol. 5v col. 1 ll. 6-9)  o/(tan ... tw=n a/)llwn  21. 333d (fol. 5v col. 1 ll. 20-

21)  o/(tan deì ...a)mpelourgikh/ 22. 333e (fol. 5v col. 1 ll. 35-39)  a)=r' ou)x ... fula/casqai  23. 333e6 (fol. 

5v col. 1 ll. 39-42)  a)=r' ou)=n ... e)mpoih=sai 24. 334a (fol. 5v col. 1 l. 43- fol. 5v col. 2 l. 3)  a)llaì ... pra/ceis 

25. 334a (fol. 5v col. 2 ll. 3-5)  o/(tou tis a/)ra ... deino/s 26. 334a-b (fol. 5v col. 2 ll. 9-23)  kle/pths ... ou)x 

ou/(tws e/)leges 27. 334c (fol. 5v col. 2 ll. 28-32)  fi/lous deì ... w(sau/tws 28. 334c (fol. 5v col. 2 ll. 34-39) 

 a)=r' ou)=n ou)k ... tou)nanti/on 29. 334d (fol. 6r col. 1 ll. 1-2)  a)llaì ... a)dikei=n 30. 334d (fol. 6r col. 1 ll. 7-

9)  touìj a)dikouìs a/)ra ... w)felei=n 31. 335b (fol. 6r col. 1 l. 44 - fol. 6r col. 2 l. 2)  e/)stin a/)ra ... 

a)nqrw/pwn 32. 335b (fol. 6r col. 2 ll. 9-13)  a)=r' ou)=n ...a)reth/n  33. 335c (fol. 6r col. 2 ll. 13-17)  

a)nqrw/pous deì ... gi/gnesqai 34. 335c (fol. 6r col. 2 ll. 17-19)  a)ll' h( dikaiosu/nh ... a)reth/ 35. 335c (fol. 

6r col. 2 ll. 19-22)  kaiì touìs blaptome/nous a/)ra ...gi/gnesqai 36. 335c (fol. 6r col. 2 ll. 22-24)  a)=r' ou)=n 

... poiei=n 37. 335c (fol. 6r col. 2 ll. 25-26)  a)llaì th=i i(ppikh=i oi( i(ppikoi a)fi/ppous 38. 335c-d (fol. 6r col. 
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2 ll. 27-30)  a)llaì thi dikaiosu/nhi ... kakou/s 39. 335d (fol. 6r col. 2 ll. 30-32)  ou) gaìr qermo/thtos ... 

e)nanti/ou 40. 335d (fol. 6r col.2 ll. 32-34)  ou)deì chro/thtos ... e)nanti/ou 41. 335d (fol. 6r col. 2 ll. 34-36)  

ou)deì dhì tou= a)gaqou= ... e)nanti/ou 42. 335d (fol. 6r col. 2 ll. 36-37)  o( de/ ge di/kaios a)gaqo/s 43. 335d 

(fol. 6r col. 2 ll. 38-41)  ou)k a/)ra ... tou= a)di/kou 44. 335e (fol. 6v col. 1 ll. 10-15)  maxou/meqa a/)ra ... 

a)ndrw=n 45. 336a (fol. 6v col. 1 ll. 17-21)  a)ll' oi)=sqa ...bla/ptein 46. 337c (fol. 7r col. 1 ll. 41-42)  a/)llo 

ti ou)=n ... a)pokrinh=i 47. 338d (fol. 7v col. 1 ll. 39-43)  ei)=t' ou)k oi)=sq' ... a)ristokratou=ntai  48. 338d (fol. 

7v col. 1 l. 43 - fol. 7v col. 2 l. 1)  ou)kou=n ... toì a/)rxon 49. 339b (fol. 7v col. 2 ll. 37-39)  ou) kaiì ... fhìis 

ei)==nai 50. 339c (fol. 7v col. 2 l. 44 - fol. 8r col. 1 l. 3)  ou)kou=n ... o)rqw=s 51. 339c (fol. 8r col. 1 ll. 8-10)  a(ì 

d' aì)n ... di/kaion 52. 339d (fol. 8r col. 1 l. 24)  tau=t' ou)x w(molo/ghtai 53. 340c (fol. 8r col. 2 l. 36)  ou/(tw 

se fw=men le/gein 54. 340c (fol. 8r col. 2 ll. 37-39)  a)lla/ ... me oi/)ei ...e)camarta/nhi 55. 341a (fol. 8v col. 

1 ll. 37-38)  dokw= soi sukofantei=n 56. 341a (fol. 8v col. 1 ll. 38-41)  oi/)ei ga/r me... w(j h)ro/mhn 57. 341d 

(fol. 8v col. 2 ll. 35-37)  ou)kou=n ... cumfe/ron 58. 341d (fol. 8v col. 2 ll. 37-40)  ou) kaiì h( te/xnh ... 

e)kpori/zein 59. 341d (fol. 8v col. 2 ll. 41-43)  a)=r' ou)=n ... ei)=nai 60. 342c (fol. 9r col. 1 ll. 41-43)  ou)k a/)ra 

... a)llaì sw/mati 61. 342c-d (fol. 9r col. 2 ll. 9-14)  ou)k a/)ra ... a)llaì ...e(auth/s 62. 342d (fol. 9r col. 2 ll. 

24-25)  h)ì ou)x w)molo/ghtai 63. 343a (fol. 9v col. 1 l. 5)  titqh/ soi/ e)stin 64. 344e (fol. 10r col. 2 ll. 3-7)   

h)ì smikroìn ... oi/)ei ... zwhìn zw/n 65. 345b (fol. 10r col. 2 ll. 36-39)  ei) gaìr ... toìn lo/gon 66. 345e (fol. 10v 

col. 1 ll. 30-33)  suì deì ... oi/)ei a/)rxein 67. 346b (fol. 10v col. 2 ll. 22-24)  ti/ deì thìn ...misqarnh=i 68. 346d 

(fol. 11r col. 1 ll. 5-7)  e)aìn deì ... te/xnhs 69. 346e (fol. 11r col. 1 ll. 8-10)  a)=r' ou)=n ...e)rga/zhtai 70. 347b 

(fol. 11r col. 1 ll. 41-44)  h)ì ou)k oi)=sqa ... e/)stin 71. 348a (fol. 11v col. 1 ll. 12-14)  bou/lei ou)=n ...pei/qwmen, 

... le/gei 72. 348b (fol. 11v col. 1 ll. 33-36)  thìn tele/an ...fhìis ei)=nai 73. 348c (fol. 11v col. 1 ll. 39-41)  toì 

me/n pou a)rethìn ... kalei=s ... kaki/an 74. 348c (fol. 11v col. 1 ll. 41-43)  ou)kou=n ...kaki/an 75. 348d (fol. 

11v col. 2 ll. 5-6)  thìn a)diki/an a/)ra ... kalei=s 76. 348d (fol. 11v col. 2 ll. 7-10)  h)= kaiì ... soi ...dokou=sin 

... a/)dikoi 77. 348d (fol. 11v col. 2 ll. 13-15)  suì deì oi/)ei me ...le/gein 78. 349b (fol. 12r col. 1 ll. 7-10)  a)llaì 

... peirw= ... a)pokri/nasqai o( di/kaios ... e/)xein 79. 349 b (fol. 12r col. 1 l. 13)  ti/ deì thìs ... pra/cews 80. 

349c (fol. 12r col. 1 ll. 24-26)  a)=ra ... pra/cews 81. 349d-e (fol. 12r col. 2 ll. 6-7)  mousikoìn ... le/geis ... 

a/)mouson 82. 349e (fol. 12r col. 2 ll. 7-9)  po/teron ... a/)frona 83. 349e (fol. 12r col. 2 l. 14)  ou)x ou/(tws 84. 

349e (fol. 12r col. 2 ll. 14-20)  dokei= ... soi ... e/)xein 85. 349e (fol. 12r col. 2 l. 21)  ti/ deì a)mou/sou  86. 350a 

(fol. 12r col. 2 ll. 22-25)  ti/ deì i)atriko/s ... pra/gmatos 87. 350a (fol. 12r col. 2 ll. 25-26)  mhì i)atrikou= de/ 

88. 350a (fol. 12r col. 2 ll. 26-33)  periì pa/shs deì o/(ra ... ei) ...pra=cin 89. 350a-b (fol. 12r col. 2 ll. 35-38) 

ti/ deì o( a)nepisth/mwn・ ou)xiì ...a)nepisth/monos  90. 350b (fol. 12r col. 2 l. 39)  o( deì e)pisth/mwn sofo/s 

91. 350b (fol. 12r col. 2 l. 40)  o( deì sofoìj a)gaqo/s 92. 350b (fol. 12r col. 2 ll. 41-44)  o( a/)ra a)gaqo/s ... 

e)nanti/ou 93. 350b (fol. 12v col. 1 ll. 1-2)  o( deì kako/s ... e)nanti/ou 94. 350b (fol. 12v col. 1 ll. 3-6) ou)kou=n 

... h)ì ou)x ou/(tws e/)leges 95. 350d (fol. 12v col. 1 ll. 36-37)  h)ì ou) me/mnhsai, w)= qrasu/maxe  96. 351b (fol. 

12v col. 2 ll. 25-31)  po/lin fai/hs aì) ... doulwsame/nhn 97. 351c (fol. 13r col. 1 ll. 6-11)  dokei=s ... 

a)llh/lous 98. 351d (fol. 13r col. 1 ll. 11-12)  ti/ d' ei) mhì a)dikoi=en, ou) ma=llon  99. 351d (fol. 13r col. 1 

l. 17)  h)= ga/r 100. 351d-e (fol. 13r col. 1 ll. 20-26)  a)=ra ... pra/ttein 101. 351e (fol. 13r col. 1 ll. 27-30)  ti/ 



deì aì)n e)n duoi=n ... toi=j dikai/ois 102. 351e-352a (fol. 13r col. 1 ll. 35-44)  ou)kou=n ... dikai/wi・ ou)x 

ou/(tws 103. 352a (fol. 13r col. 2 l. 8)  h)= ga/r 104. 352a (fol. 13r col. 2 ll. 9-10)  di/kaioi deì g' ei)si/n ... qeoi/ 

105. 352d (fol. 13v col. 1 ll. 10-11)  dokei= ti/ soi ... e/)rgon  106. 352e (fol. 13v col. 1 ll. 11-15)  a)=r' ou)=n ...aì)n 

qei/hs... a/)rista  107. 352e (fol. 13v col. 1 ll. 16-17)  e/)sq' o/(twi ... o)fqalmoi=s 108. 352e (fol. 13v col. 1 ll. 

17-18)  ti/ deì a)kou/sais ... w)=sin 109. 352e (fol. 13v col. 1 ll. 19-21)  ou)kou=n ... aì)n ... fameìn ...ei)=nai 110. 

353a (fol. 13v col. 1 ll. 21-24)  ti/ deì maxai/rai ... polloi=s 111. 353a (fol. 13v col. 1 ll. 27-28)  a)=r' ou)=n ... 

qh/somen 112. 353b (fol. 13v col. 1 ll. 41-42)  o)fqalmw=n fameìn ... e/)rgon 113. 353b (fol. 13v col. 1 ll. 43-44) 

 a)=r' ou)=n ...e/)stin 114. 353b (fol. 13v col. 1 l. 44)  ti/ deì, w/)twn h)=n ti e/)rgon 115. 353b (fol. 13v col. 2 l. 1)  

ou)kou=n kaiì a)reth/ 116. 353b (fol. 13v col. 2 ll. 2-3)  ti/ deì pa/ntwn periì tw=n a/)llwn, ou)x ou/(tw 117. 

353b-c (fol. 13v col. 2 ll. 4-8)  a)=r' a/)n ... kaki/an 118. 353d (fol. 13v col. 2 ll. 20-21)  ti/qemen ... lo/gon 119. 

353d (fol. 13v col. 2 ll. 23-31)  yuxh=s ... ei)=nai 120. 353d (fol. 13v col. 2 ll. 31-33)  ti/ d' au)= toì zh=n, yuxh=s 

fh/somen ... ei)=nai 121. 353d (fol. 13v col. 2 ll. 33-35)  ou)kou=n ... fame/n ... ei)=nai

2.2 台詞の中間にある文末

『クレイトポン』1. 408d-e (fol. 1v col.2 ll. 25-31)  pw=s pote ... tele/ws 2. 409b (fol. 2r col. 1 ll. 27-28)  

i)atrikh/ pou ti/s le/getai te/xnh 『国家』第1巻 3. 328a (fol. 3r col. 2 ll. 1-2)  a)f' i//(ppwn h)=n d' e)gw/ 4. 

329c (fol. 3v col. 2 ll. 16-17)  e/)ti ... suggi/gnesqai 5. 337b (fol. 7r col. 1 ll. 29-30)  po/teron ... mhd' ei) ... 

tugxa/nei o/)n 6. 339c (fol. 8r col. 1 ll. 6-7)  toì deì mhì o)rqw=s a)cu/mfora 7. 339d (fol. 8r col. 1 ll. 17-21)  ou)x 

w(molo/ghtai ... belti/stou 8. 339e (fol. 8r col. 1 ll. 25-37)  oi/)ou ... le/geis 9. 340c (fol. 8r col. 2 ll. 31-35) 

 w)= qrasu/maxe ...e)a/nte mh/ 10. 340d (fol. 8v col. 1 ll. 1-8)  e)peiì ... a(marti/an 11. 342a (fol. 9r col. 1 ll. 20-

25)  a)=ra ... toiau/ths 12. 343c (fol. 9v col. 1 ll. 28-31)  kaiì ou/(tw po/rrw ei)= ... a)diki/as 13. 345e (fol. 10v 

col. 1 ll. 35-38)   taìj a/)llaj ... ai)tou=sin 14. 346a (fol. 10v col. 1 ll. 41-44)  ou)xiì... fameìn ...e/)xein 15. 

346b (fol. 10v col. 2 ll. 10-12)  au)thì gaìr ...du/namis・ hì) ... kalei=s 16. 347a (fol. 11r col. 1 ll.38-39)  toìn 

tw=n belti/stwn a/)ra ... ou) cuniei=s 17. 347a (fol. 11r col. 1 ll.40-41)  di' o/(n ... a/)rxein 18. 353b (fol. 13v 

col. 1 ll. 37-40)  ou)kou=n ...dokei= soi ... proste/taktai 

3 「疑問符」の形態

　写本Ａそのものの諸形態、諸特徴は、Jowett (Jowett & Campbell,Ⅱ xxvii-xxix)、Campbell (op.cit.70-72)、

Boter (45-48; 80-91)に詳しい。しかしながら、先行のこれらの報告では、「疑問符」の形態については、

「：」に「,」が下についた印という報告に留まる。Allenには言及さえない。本項では、元からあった

話者交代を示す記号「：」と、新たに加わった「，」との関係を明らかにする。事例に関しては文末

の１語を示す。
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3.1 一台詞の中間にある文末に現れる 「；」の形態

3.1.1 垂直方向に一列に並ぶ場合

　一台詞の最後に表れる場合と異なり、文字の形態に関係なく、上の丸と下の「，」が一列に並ぶ。丸

の幅と、下の「，」の幅はほぼ同じ。

『国 家』第1巻1. 337b (fol. 7r col. 1 l. 30) o/)n 2. 340 d (fol. 8v col. 1 l. 8) a(marti/an 3. 345e (fol. 10v col. 

1 l. 38) ai)tou=sin 4. 346a (fol. 10v col. 1 l. 44) e/)xein 5. 328a (fol. 3r col. 2 l. 2)  e)gw/ 丸の方が幅広6. 339d 

(fol. 8r col. 1 l. 24)  w(molo/ghtai 7. 339c (fol. 8r col. 1 l. 7)  a)cu/mfora 丸の方が幅広8. 340 c (fol. 8r col. 

2 l. 35) mh/ (文字hはｈ形)　丸の方が幅広9. 339e (fol. 8r col. 1 l. 37)  le/geis 丸と「，」は後からス

ペースのないところに書き込まれている 10. 346b (fol. 10v col. 2 l. 12)  kalei=s

3.1.2 垂直方向に一列に並ぶが、下の 「，」は左斜め下方向に突き刺さる楔の形をして、上の丸とは幅

が異なる場合

『国家』第1巻1. 329 c (fol. 3v col. 2 l. 17) suggi/gnesqai 2. 353b (fol. 13v col. 1 l. 40)  proste/taktai

3.1.3 垂直方向に一列に並んでいない場合

3.1.3.1 文字nで終わる語の場合

　nは mの形をしており、曲がった棒の形をした「，」がm形の右下部の曲線に沿って配置され、丸

は右にずれて配置されている。筆記具の使い方が、棒形を描く最初の入りの場合と、丸を書く場合と

では、異なっている。

『国家』第1巻1. 347b (fol. 11r col. 1 l. 40)　 a/)rxein

3.1.3.2 文字hで終わる語の場合

　ｈ形をした文字 hの曲線の終端部の先に同じ幅で「，」があり、その右斜め上に小さな丸が配置さ

れている。

『クレイトポン』1. 409b (fol. 2r col. 1 l. 28) te/xnh

3.1.3.3 文字sで終わる語の場合

　語末の sも形は、 jではなく sの形をしている。「，」は sの水平方向の横棒部分の終端の下にあ

る。この横棒の終端はしばしば、インク溜りのようになっており、その溜りは、下方に偏る、滴るよ

うな丸形となっている。「，」は、 sの終端部と同じ幅で、左斜め下に突き刺さる楔形、または、下に

凸の曲がった棒形を形成している。「，」とひと組の丸はsの横棒の指す水平方向の先に配置されてい

る。

『国 家』第1巻1. 328a (fol. 3r col. 2 l. 5)  i/(ppois 2. 347a (fol. 11r col. 1 l. 40)  cuniei=s  3. 342a (fol. 9r 

col. 1 l. 25)  toiau/ths 4. 343c (fol. 9v col. 1  l. 35) a)diki/as



Plate 1. 3.1.3.3.2  347a (fol. 11r col. 1 l. 40)

ou) cuniei=s,・

3.2 一台詞の終わりの文末に表れる 「：」の下方に 「，」が配置された符号の形態

3.2.1 基準線上で文字の右下が下に凸の曲線となっている文字 n, r, o, u, w, aで終わる語の場合

　文字nはm形をしている。文字aは、丸い部分の右に縦棒が続けて書かれる形をしている。この縦

棒は、上から下に降りてから、さらに下に凸の曲線を描いて、丸部分の上の高さまで上がる。n, r, o, 

u, w, aの文字で語が終わると、これらの文字の右下部の、下に凸の曲線下に、曲線に沿ってスペース

ができる。

3.2.1.1 「：」の下に、ほぼ縦一列に 「，」が配置される場合。

『国 家』第1巻1. 327c (fol. 3r col. 1 l. 34)  e)sme/n 2. 344 e (fol. 10r col. 2 l. 7)  zw/n 3. 332a (fol. 4v col. 2 

l. 34)  ga/r （「，」の幅は rに同じ）４. 351d (fol. 13r col. 1 l. 17)  ga/r (「，」は少し文字よりの楔形) 5. 

352a (fol. 13r col. 2 l. 8)  ga/r (「，」は少し文字よりの楔形) 6. 335d (fol. 6r col. 2 l. 41) a)di/kou

Plate 2.  3.2.1.1.6 335d (fol. 6r col. 2 l. 41)

 a)di/kou,：

3.2.1.2 「，」は、最後の文字の右下部の、下に凸の曲線に沿って、文字の幅と同じ入りで書かれる。

　形状は、左下斜めに突き刺さる楔形、曲がった棒の形、または、ひねりが加わり先が細くなる

comma形のほぼ３様がある。「：」は、最後の文字の幅より小さい幅で、語と語との間の、広いスペー

スの中間に配置されている。

3.2.1.2.1 楔形

『国   家』第1巻1. 332b (fol. 5r col. 1 l. 8)  simwni/dhn 2. 332b (fol. 5r col. 1 l. 11)  o)feilo/menon 3. 333a 

(fol. 5r col. 2 l. 20)  kth=sin 4. 333a (fol. 5r col. 2, l. 23)  kth=sin ややひねりが加わる5. 333c (fol. 5v col. 

1 l. 9)  a/)llwn 6. 334c (fol. 5v col. 2 l. 39)  tou)nanti/on ややひねりが加わる7.  334d (fol. 6r col. 1 l. 9)  

w)felei=n 入りの部分は丸い8. 335b (fol. 6r col. 2 l. 2)  a)nqrw/pwn 9. 335b (fol. 6r col. 2 l. 13)  a)reth/n や

やひねりが加わる 10. 335c (fol. 6r col. 2 l. 24)  poiei=n 11. 335e (fol. 6v col. 1 l. 15)  a)ndrw=n 12. 336a (fol. 
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6v col. 1 l. 21)  bla/ptein 13. 339c (fol. 8r col. 1 l. 10)  di/kaion 14. 340c (fol. 8r col. 2 l. 36)  le/gein 15. 

341a (fol. 8v col. 1 l. 38)  sukofantei=n 幅は「：」と同じ16. 341a (fol. 8v col. 1 l. 41)  h)ro/mhn 幅は「：」

と同じ17. 341d (fol. 8v col. 2 l. 40)  e)kpori/zein 18. 343a (fol. 9v col. 1 l. 5)  e)stin 19. 348c (fol. 11v col. 

1 l. 41)  kaki/an 幅は「：」と同じ20. 348c (fol. 11v col. 1 l. 43)  kaki/an  21. 348d (fol. 11v col. 2 l. 15) 

 le/gein 22. 349b (fol. 12r col. 1 l. 10)  e/)xein  23. 349e (fol. 12r col. 2 l. 7)  a/)mouson 24. 349e (fol. 12r col. 

2 l. 20)  e/)xein 25. 350a (fol. 12r col. 2 l. 33)  pra=cin  26. 351d (fol. 13r col. 1 l. 12)  ma=llon 27. 351e (fol. 

13r col. 1 l. 26)  pra/ttein ややひねりが加わる28. 352e (fol. 13v col. 1 l. 18)  w)=sin 29. 353a (fol. 13v col. 

1 l. 28)  qh/somen 30. 353b (fol. 13v col. 1 l. 44) e/)rgon ややひねりが加わる31. 353c (fol. 13v col. 2 l. 8)  

kaki/an 32 .353d (fol. 13v col. 2 l. 21)  lo/gon  33. 332d (fol. 5r col. 1 l. 36)  kaloi=to ややひねりが加わる

34. 333b (fol. 5r col. 2 l. 37)  oi)kodomikou= 35. 335d (fol. 6r col. 2 l. 32)  e)nanti/ou 36. 335d (fol. 6r col.2 l. 

34)  e)nanti/ou 37. 349e (fol. 12r col. 2 l. 21)  a)mou/sou 38. 353b (fol. 13v col. 2 l. 3)  ou/(tw 39. 352e (fol. 13v 

col. 1 l. 15)  a/)rista

Plate　4  3.2.1.2.1.10 335c (fol. 6r col. 2 l. 24)

poiei=n,：

3.2.1.2.2 曲がった棒の形

『国 家』第1巻1. 341d (fol. 8v col. 2 l. 37)  cumfe/ron ２. 345b (fol. 10r col. 2 l. 39)  lo/gon  3. 345e (fol. 

10v col. 1 l. 33)  a/)rxein 4. 347b (fol. 11r col. 1 l. 44)  e/)stin 幅は「：」と同じ５. 352d (fol. 13v col. 1 l. 11) 

 e/)rgon ６. 353b (fol. 13v col. 1 l. 43)   e/)stin ７. 335d (fol. 6r col. 2 l. 36)  e)nanti/ou 8. 350b (fol. 12r col. 2 l. 

44)  e)nanti/ou 9. 350b (fol. 12v col. 1 l. 2)  e)nanti/ou 薄いがはっきり見える

Plate 5  3.2.1.2.2.8 350b (fol. 12r col. 2 l. 44)

outeì kaiì e)nanti/ou ,：

3.2.1.2.3 comma形

『国 家』第1巻1. 334d (fol. 6r col. 1 l. 2) a)dikei=n 2. 338 d (fol. 7v col. 2 l. 1)  a/)rxon 3.  351b (fol. 12v col. 

2 l. 31)  doulwsame/nhn 4. 353b (fol. 13v col. 1 l. 42)  e/)rgon 5. 349e (fol. 12r col. 2 l. 9)  a/)frona



3.2.2 中段の高さで右水平方向に線が突き出て終わる形状の文字、文字 s,eや繋ぎ文字 esで終わる語

の場合

　右水平方向の横棒の終端にインク溜りができ、その下に空間がある。これらの文字の場合、文中の

区切り記号の多くの場合同様、記号「，」は、「：」の下にではなく、この横棒終端の下にある。形は、

先と同様およそ3種類がある。なお、調べた範囲内では、「：」の真下に「，」が配置される場合はな

い。

Plate  6.  3.2.2.1.8  350b (fol. 12r col. 2 l. 38)

a)nepisth/monos,：

3.2.2.1 楔形

『国家』第1巻1. 331d (fol. 4v col. 2 l. 14)  klhrono/mos 2. 332e (fol. 5r col. 2 l. 16)  a/)xrhstos 3. 335d 

(fol. 6r col. 2 l. 30)  kakou/s 4. 348d (fol. 11v col. 2 l. 6)  kalei=s 5. 349b (fol. 12r col. 1 l. 13)  pra/cews  

6. 349c (fol. 12r col. 1 l. 26)  pra/cews  7. 349e (fol. 12r col. 2 l. 14)  ou/(tws  8. 350b (fol. 12r col. 2 l. 38)  

a)nepisthmo/nos 9. 350b (fol. 12r col. 2 l. 39)  sofo/s 10. 350b (fol. 12r col. 2 l. 40)  a)gaqo/s 11. 351e (fol. 

13r col. 1 l. 30)  dikai/ois 12. 352e (fol. 13v col. 1 l. 17)  o)fqalmoi=s 13. 353a (fol. 13v col. 1 l. 24)  

polloi=s 14. 350a4 (fol. 12r col. 2 l. 26)  de/ 15. 350d (fol. 12v col. 1 l. 37)  qrasu/maxe

3.2.2.2 曲がった棒の形

『国家』第1巻1. 327c (fol. 3r col. 1 l. 40)  a)kou/ontas 2. 334a (fol. 5v col. 2 l. 3)  pra/ceis 3. 334a (fol. 

5v col. 2 l. 5)  deino/s ( sの水平の線の終端からさらに下向きの突起が伸び「，」とつながって見える）

4. 335c (fol. 6r col. 2 l. 26)  a)fi/ppous 5. 335d (fol. 6r col. 2 l. 37)  a)gaqo/s 6. 342d (fol. 9r col. 2 l. 14)  

e(auth/j 7. 334b (fol. 5v col. 2 l. 23)  e/)leges （ esは繋ぎ文字）8. 350b (fol. 12v col. 1 l. 6)  e/)leges （es

は繋ぎ文字）薄いが見える。近くの3.2.1.2.9と薄さは同じ 

Plate  7.  3.2.2.2.3  334a (fol. 5v col. 2 l. 5)

kaiì fwìr deino/s，[：]

3.2.2.3 comma形

『国家』第1巻1. 332e (fol. 5r col. 2 l. 12) a/)xrhstos 2. 332e (fol. 5r col.2 l. 14)  kubernh/ths 3. 339c (fol. 

8r col. 1 l. 3)  o)rqw=s 4. 346d (fol. 11rcol. 1 l. 7)  te/xnhs 5. 350a (fol. 12r col. 2 l. 25)  pra/gmatos 6. 351c 

(fol. 13r col. 1 l. 11)  a)llh/lous 7. 352a (fol. 13r col. 1 l. 44)  ou/(tws
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3.2.2.4 そのほか

1. 334c (fol. 5v col. 2 l. 32) w(sau/tws　滴形。薄い汚損部分にある。薄いが見える。

3.2.3 最下段まで垂直に縦棒が延びる形状の文字、文字 iや繋ぎ文字 eiで終わる語の場合

　文字の右に縦に垂直方向に空間ができる。文字の下には空間がない。

3.2.3.1 「：」の下に、ほぼ縦一列に 「，」が配置される場合　記号の幅はほとんど変わらない

『国家』第1巻 1. 333e　(fol. 5v col. 1 l. 42)  e)mpoih=sai薄 い が 見 え る2. 335c (fol. 6r col. 2 l. 22)  

gi/gnesqai 3. 346c (fol. 10v col. 2 l. 24)  misqarnh=i 4. 346e (fol. 11r col. 1 l. 10) e)rga/zhtai 5. 348b (fol. 

11v col. 1 l. 36) ei)=nai 6. 348d (fol. 11v col. 2 l. 10) a/)dikoi 7. 353d (fol. 13v col. 2 l. 31)  ei)=nai 8. 348a (fol. 

11v col. 1 l. 14)  le/gei（eiは繋ぎ文字）

Plate 8.  3.2.3.1.2  335c (fol. 6r col. 2 l. 22)

gi/gnesqai，：

3.2.3.2 「：」の下に、縦一列に 「，」が配置される場合。記号の幅が、「，」が 「：」に比べ太く、文

字iの幅と同じ場合。「，」は楔形。

『国 家』第1巻1. 328a (fol. 3r col. 2 l. 1) qew=i 2. 332c (fol. 5r col. 1 l. 33)  kalei=tai 3. 335c (fol. 6r col. 

2 l. 17)  gi/gnesqai 4. 338d (fol. 7v col. 1 l. 43)  a)ristokratou=ntai 5. 339 b (fol. 7v col. 2 l. 39)  ei)=nai (「，」

の幅は、「：」より太く、文字 iの末端のインク溜りに近い。楔形に近い。) 6. 340c (fol. 8r col. 2 l. 39) 

 e)camarta/nhi 7. 342d (fol. 9r col. 2 l. 25)  w(molo/ghtai 8. 352a (fol. 13r col. 2 l. 10)  qeoi/ 9. 353d (fol. 13v 

col. 2 l. 33) ei)=nai 10. 353d (fol. 13v col. 2 l. 35) ei)=nai

3.2.3.3 「，」が 「：」の下ではなく、文字 iよりに付されている場合

『国家』第1巻1. 333e (fol. 5v col. 1 l. 39)  fula/casqai （楔型、iの終端の撥ねが楔の幅広の始点に

向っている）2. 339 d (fol. 8r col. 1 l. 24)  w(molo/ghtai 3. 341d (fol. 8v col. 2 l. 43)  ei)=nai 4. 342c (fol. 9r 

col. 1 l. 43)  sw/mati 5. 352e (fol. 13v col. 1 l. 21)  ei)=nai楔形　「：」より「，」は細く薄い

3.2.3.4 「，」が 「：」の下ではなく、文字 iからの筆記具の運びで書かれている場合

『国家』第1巻1. 332a (fol. 4v col. 2 l. 37)  a)paitoi=（「，」は楔形で、文字 iに寄ったところに付され

ており、幅が「：」とは異なりiと同じで、iの末端の上向きの撥ねからかすれた痕跡が「，」につな

がって見える。）（下記Plate 12参照）



3.2.4 基準線上、右斜め下方に向って終わるh形の文字 hで終わる語の場合

3.2.4.1  h形の終端が波形を描き右斜め下に向うその延長から、「，」が付される場合

「，」は、楔形またはcomma形に、「：」より幅が広く文字hの幅と同じ幅で、付されている。「：」

は語と語との間に作られたスペースの真ん中に配置されている。

『国家』第1巻1.  dikaiosu/nh（comma形）2. 333a (fol. 5r col. 2 l. 21)  skutotomikh/ （楔形）。幅は

「：」より太く、hと同じ）3. 333d (fol. 5v col. 1 l. 20) a)mpelourgikh/（comma形）4. 353b (fol. 13v col. 

2 l. 1)  a)reth/ （comma形）

Plate 9.  3.2.4.1.1  332e (fol. 5r col. 2 l. 18)

dikaiosu/nh,：

Plate 10.  3.2.4.1.2  333a (fol. 5r col. 2 l. 21)

skutotomikh/,：

Plate 11.  3.2.4.1.4 　353b (fol. 13v col. 2 l. 1)

最後の文字の終端と「，」の入りとの間で、かすかにインク間の連続が映る

a)reth/,：

3.2.4.2 ｈ形の波線の延長に切れることなく 「，」が続く場合

『国家』第1巻1. 335c (fol. 6r col. 2 l. 19)  a)reth/（下記Plate 13参照）

4 「疑問符」の形成に関する新仮説

　話者交代の記号「：」が、古代パピルス文書に表れていることを考えると、台詞末文末に「：」に

「，」を合わせて「疑問符」を形成することは、「：」の形成より歴史的に後から生じたことである。9

世紀ギリシア語の書写が、右から左へ、上から下へと文字が書き進められる習慣から考えれば、「，」

は、「：」の下方に配置されているのならば、写字生は「：」を付してから、「，」を付したと考える

のが常識である。また、先に述べたように、句読法は、多くの写本で、本文とは別の手によって後か
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ら書き加えられていることが観察される。これらのことから、写本Aにおいても、同一の手であれ、

別の手であれ、「：」が付された後に、「，」が付されたと想定するのは自然である。実際、一見すると、

「：」と「，」とでは、多くの場合筆記具の使い様が、上の報告でも明らかなように、違うものと印象

付けられる。また形態もさまざまである。更に、「，」の配置を考えても、B写本『ゴルギアス』冒頭

部にみられるように、「：」と「，」とが一体感をもって付されたとは、とても思えない。きれいに語

と語との間を空けて配置された話者交代の記号「：」の按配とは、別の気遣いで、空いているスペー

スに、「：」とは異なる筆記具の使い様で、後から付け加えられたものと映る。実際、パリの図書館

で現物を直接見たCampbellによって、アクセント記号の、「ほとんどではないにせよ、多く」が、Cobet

の観察による裏づけとともに、別のインクで付されていると報告されている(Jowett & Campbell,Ⅱ 71)。

上記報告例の中でも、「：」の濃さに比べて薄いために複写しても映らない例があるが、これはイン

クの違いによるかもしれない（3.2.1.2.2.9; 3.2.2.2.8; 3.2.2.4.1; 3.2.3.1.1; 3.2.3.3.5）。また、近年『国家』

篇の写本の問題を周到に検討したBoterによっても、括弧付きではあるが “(in all probability by a later 

hand)”「十中八九、後代の手で」、問題の疑問符は付加されたものだと断定されている。

　こうした時間をかけて現物を直接、念入りに研究した専門家の証言を、短時日の白黒マイクロフィ

ルムの観察から否定するのは、大きな錯誤か何か大きな見落としをしているのではないかと恐れるが、

なお、光学的にネガ・ポジを逆転することによる電子コピーでは以下のように写る。

Plate 12.  3.2.3.4.1: 332a (fol. 4v col. 2 l. 37)  a)paitoi=

―  a)paitoi= ：a)lhqh=, ...

Plate 13.　3.2.4.2.1: 335c (fol. 6r col. 2 ll. 18-19)  ... a)re／ th/ ： ...

― sqai ： pa/nu meìn ou)=n： a)ll' h( di

　 kaiosu/nh  ou)k a)nqrwpei/a a)re

― th/ ： kaiì tou=t' a)na/gkh： kaiì touìs

　これらの白黒の図柄は、光学上の器械処理によって起こった偶然かもしれない。「，」を無理やり書

き込んだら繋がって見えるようになってしまったと考えることも十分可能である。直接目で見れば、



インクが現に異なっているかもしれない。しかし、もしそうしたことがなければ、上記2例は、「疑問

符」形成上、「，」は「：」の後から付されたのではなく、「：」より先に付したということを示して

いると言わざるを得ない。この２例を、偶然ではないと考えるならば、従来、原文再構成上価値のな

いものと素通りしがちであった、「疑問符」を構成する「，」の形成についてどのようなことを想定す

ることができるであろうか。改めて、本稿の3.2.2.1-3、3.2.3.3、3.2.4.1の諸例が示すことはどういう

ことであろうか。

　まず、「：」に組み合わせた「，」の一部については、写字生が、「，」の直前の最後の文字を写した

際の筆記具の運びのまま、休まず、「，」を付したということを示していることになろう。これはまた、

この写字生が、文字 s, e, 繋ぎ文字 esらの後に、文中の区切り記号を、文字を書いた運びで直下に付

す、この写本に見られる習慣と一致していると考えられる。従って、「：」から「，」へと考えてしま

うわれわれの常識に反して、今回の調査の範囲内では、写字生が、疑問符のかなりの部分で、「，」か

ら「：」へと、筆記具を運んだと仮定すべきである。

　それでは、この書写行為の意味するところは何であろうか。あるときは「，」から「：」へ、ある

ときは「：」から「，」へと、筆記具を運んだだけで、ただ原本にある未発達の疑問符をそのまま写

しただけのことで、写字生は何も考えていなかった、そういうことかもしれない。しかし、もし、も

ともときれいに「：」と「，」は縦一列に並んで一体化していたならば、これを、わざわざ、粗雑に

配置換えしたであろうか。「，」は、先の写本Ｂの一部に見られる様に、「：」の右に、配置されてい

ることはない。従って、「粗雑」というより、寧ろ「規則的」というべきであろう。そうだとすれば、

もし、考えずに、原本をそっくりに写したと仮定することは、今あるとおりの書写行為の意図が持っ

ている問題を繰り返すことになる。すなわち、いつ、だれが、疑問符を、台詞末ごとに、原本本文を

書写する時に、付すべきか否か判断したかという問題は依然残る。もちろん写字生と判断の責任者は

同じとは限らない。むしろ、写字生は書写が仕事であるから傍らにいた別人の可能性が高い。

　いずれにせよ、本文の書写の際に文末で、何もない「：」に対して何らか特異な文意を巡る解釈上

の判断が下された、この可能性は、この写本の特徴からも裏付けられる。単語の分かち書きもなく、

句読法もまたないuncial体から、多くのuncial体の特徴を残したままで、写すことが行われたという

事実は変わらない。本稿では細かく分析しなかったが、写本Ａの写字生は、確かに、単語の分かち書

きを、目に見える十分なスペースをとる形では行っていないけれども、しかし、よく調べていくと、

意味の繋がりのあるところを除けば、単語と単語とを繋げて書くことを、きわめて注意深く、避けて

いる（Plate 15参照）。すなわち、語の区切り、よって、意味の区切りを、uncial体とは異なって明確

にしようとしていたと言える。そして、これは、少なくとも「多く」はない箇所で、「異なる」こと

のないインクで、アクセント、気息記号を付すことによって行われたと考えられる（4.1.1.1 定型冒頭

句 ti/ de/参照）。また、話者の交代に関しては、慎重に十分なスペースをとって、文字とは異なる筆記

具の使用で「：」を付した。これらも、原本をそのまま写したのだとすると、問題は原本書写の際の

書写行為の意図の問題に遡るだけである。いずれにせよ、この写本の書写行為を遂行するということ

は、意味を汲み取り、文末、台詞末を意識して、「：」に際して、「，」を先に付して、「疑問符」とさ

れる有意の符号を残したことになる。それは、どこか、この時よりそれほど遡ることのない時点で、
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原本の写字生の書写の、あるいは、まさにこの写本の写字生の書写の際に、疑問符の無かったuncial

体の原本から、文意を汲み取って、その特性を示す符号を付すことと同時に、書写が進行したことに

なる。

　もし以上の想定が事実に近かったとすると、この解釈者による、「疑問符」を付す際の判断基準は

何であったろうか。次項において、先ず、疑問符が付される文の特性について調査結果を報告する。

5  文法的・意味論的に明示的に疑問文の特徴のある個所における 「疑問符」の有無

5.1疑問詞をともなう文

5.1.1　疑問符が付されている場合。

5.1.1.1 定型冒頭句 ti/ de/ ...ではじまる文(写本Aでは、アクセントが ti/ deìとなっており、文が切れ

ずに続く。)

『国 家』第1巻 1. 332b (fol. 5r col. 1 ll. 9-11)  ti/ deì toi=s e)xqroi=s ... o)feilo/menon 2. 345e (fol. 10v col. 

1 ll. 34-38)  ti/ deì, ..., w)= qrasu/maxe・ taìj a/)llas ...ai)tou=sin 3. 346b (fol. 10v col. 2 ll. 22-24)  ti/ deì thìn 

...misqarnh=i 4. 349b (fol. 12r col. 1 l. 13) ti/ deì thìs ... pra/cews 5. 349e (fol. 12r col. 2 l. 21) ti/ deì 

a)mou/sou 6. 350a (fol. 12r col. 2 ll. 22-25)  ti/ deì i)atrikoìs e)n th=i e)dwdh=i ...pra/gmatos 7. 350a-b (fol. 

12r col. 2 ll. 35-38)  ti/ deì o( a)nepisth/mwn ・ ou)xiì ...a)nepisth/monos 8. 352e (fol. 13v col. 1 ll. 17-18)  ti/ 

deì a)kou/sais ... w)=sin 9. 353a (fol. 13v col. 1 ll. 21-24)  ti/ deì maxai/rai ... polloi=s 10. 353b (fol. 13v col. 

1 l. 44)  ti/ deì, w/)twn h)=n ti e/)rgon  11. 353b (fol. 13v col. 2 ll. 2-3)  ti/ deì pa/ntwn periì tw=n a/)llwn, ou)x 

ou/)tw 12. 353d (fol. 13v col. 2 ll. 31-33)  ti/ d' au)= to zh=n, yuxh=s fh/somen ... ei)=nai

5.1.1.2 疑問代名詞 ti/j、 ti/をともなう文

『クレイトポン』1. 409b (fol. 2r col. 1 ll. 27-28)  i)atrikh/ pou ti/s le/getai te/xnh『国家』第1巻 2. 332c 

(fol. 5r col. 1 ll. 30-33)  h( deì ti/sin ti/ a)podidou=sa ... kalei=tai 3. 332d (fol. 5r col. 1 ll. 34-36)  h( ou)=n dhì 

ti/sin ti/ a)podidou=sa ... kaloi=to 4. 333c (fol. 5v col. 1 ll. 6-9)  o/(tan ou)=n ti/ ..., ... tw=n a/)llwn 5. 345b 

(fol. 10r col. 2 ll. 36-39)  ei) gaìr ...ti/ ... poih/sw・ hì) ... toìn lo/gon

5.1.1.3 疑問副詞 pw=jの場合

『クレイトポン』1. 408d-e (fol. 1v col.2 ll. 25-31)  pw=s pote ... tele/ws (nq: edd.)

5.1.1.4 疑問代名詞 po/teroj、 po/teron疑問副詞 pote/rwjの場合

『国 家』第1巻 1. 334c (fol. 5v col. 2 ll. 28-32) fi/lous deì le/geis ei)=nai po/teron ... w(sau/tws 2. 349e 

(fol. 12r col. 2 ll. 7-9)  po/teron ... a/)frona 3. 337b-c (fol. 7r col. 1 ll. 29-31) po/teron ... mhd' ei) ...tugxa/nei 

o/)n



5.1.2　疑問符が付されていない場合

5.1.2.1 疑問の定型ti/ de/で始まる文

『国 家』第1巻 1. 332e (fol. 5r col. 2 ll. 5-8) ti/ deì o( di/kaios e)n ti/ni pra/cei ... bla/ptein 2. 333a (fol. 

5r col. 2 ll. 23-26) ti/ deì dhì thìn dikaiosu/nhn, ...ei)=nai 3. 341c (fol. 8v col. 2 ll. 26-29)  ti/ deì kubernh/ths ・

o( o)rqw=j kubernh/ths ...hì) nau/ths 4. 342a (fol. 9r col. 1 ll. 13-20)  ti/ deì dh/ au)thì ... e)kporizou/shs 5. 

343a (fol. 9v col. 1 ll. 5-8)  ti/ deì ... ou)k ... e)rwta=n 6. 349c (fol. 12r col. 1 ll. 23-24)   ti/ deì dhì o( a/)dikos

5.1.2.2 疑問代名詞 ti/j, ti/をともなう文　

『クレイトポン』（409a (fol. 2r col. 1 ll. 14-15)  le/geis deì ei)=nai/ tinas tau/tas taìs te/xnas アクセン

トは tinasを不定代名詞とする）1. 409a (fol. 2r col. 1 ll. 17-19)  kaiì nu=n dhì, ti/na fameìn ...te/xnhn 2. 

409c (fol. 2r col. 1 l. 44)  ti/ tou=to fameìn ei)pe/『国家』第1巻3. 330d (fol. 4r col. 2 ll. 16-18) ti/ me/giston 

oi/)ei ...kekth=sqai 4. 331e (fol. 4v col. 2 ll. 15-19)  le/ge dh/ ... ti/ fh=is ...periì dikaiosu/nhs 5. 332c (fol. 

5r col. 1 l. 22)  a)llaì ti/ oi/)ei e/)fh 6. 332c (fol. 5r col. 1 ll. 24-27)  w)= simwni/dh, h( ti/sin ou)=n ti/ 

a)podidou=sa ... kalei=tai 7. 332c (fol. 5r col. 1 ll. 27-28) ti/ aì)n oi/)ei h(mi=n au)toìn a)pokri/nasqai 8. 332d 

(fol. 5r col. 1 l. 43- fol. 5r col. 2 l. 2) ti/j ou)=n ... u)gi/eian 9. 332e (fol. 5r col. 2 ll. 3-4)  ti/j deì ... ki/ndunon 10. 

333b (fol. 5r col. 2 ll. 37-41)  a)ll' ei)s ti/na ... kiqaristikou=, w/(sper...krouma/twn 11. 336 a (fol. 6v col. 1 

l. 21) ti/noj 12. 336a (fol. 6v col. 1 ll. 28-31)  e)peidhì deì ..., ti/ ... ei)=nai 13. 336b-c (fol. 6v col. 2 ll. 1-2) ti/j ..., 

w)= sw/krates 14. 336c (fol. 6v col. 2 ll. 2-5)  kaiì ti/ au)toi=s 15. 337c (fol. 7r col. 1 ll. 32-33) ti/ aì)n ... 

tau=ta 16. 337d (fol. 7r col. 1 l. 44 - fol. 7r col. 2 l. 4)  ti/ ou)=n e/)fh・ aì)n dei/cw ... tou/twn, ti/ a)cioi=s paqei=n 

17. 337 d (fol. 7r col. 2 ll. 4-6) ti/ aì)llo ... ei)do/ti 18. 338c (fol. 7v col. 1 ll. 20-21) a)llaì ti/ ou)k e)painei=s 

19. 338c (fol. 7v col. 1 ll. 25-26) kaiì tou=to, w)= qrasu/maxe, ti/ pote le/geis 20. 339d (fol. 8r col. 1 ll. 14-

15) ti/ le/geis su/, e/)fh 21. 340a (fol. 8r col. 1 ll. 43-44) kaiì ti/ ... ma/rturos 22. 343a (fol. 9v col. 1 ll. 12-

13) o/(ti dhì ti/ ma/lista 23. 348c (fol. 11v col. 2 l. 2) a)llaì ti/ mh/n 24. 349a (fol. 12r col. 1 ll. 4-6) ti/ de/ soi 

... tou=to diafe/rei... e)le/gxeis 25. 349d (fol. 12r col. 2 ll. 4-5) a)lla) ti/ me/llei 26. 350e (fol. 12v col. 2 ll. 

7-8) kai/toi ti/ a/)llo bou/lei

5.1.2.3 疑問副詞 pw=jの場合

『クレイトポン』1. 407d (fol. 1r  col. 2 ll. 35-36) pw=s ... ai(roi=t' a/)n 2. 408e (fol. 1v col.2 ll. 39-41) pw=s ...periì 

maqh/sews・ w/(sper ... 『国  家』第1巻 3. 327c (fol. 3r col. 1 l. 34) pw=s gaìr ou/) 4. 328a (fol. 3r col. 2 l. 5) 

hì) pw=s le/geis 5. 329b-c (fol. 3v col. 2 ll. 15-16) pw=s e/)fh ... e/)xeis proìs ta)frodi/sia 6. 334e (fol. 6r col. 

1 l. 23) pw=s qe/menoi, w)= pole/marxe 7. 334e (fol. 6r col. 1 ll. 25-26) nu=n deì pw=s ...metaqw/meqa 8. 337b 

(fol. 7r col. 1 ll. 27-29) pw=s le/geis mhì a)pokri/nomai w(=n proei=pes mhde/n 9. 337e (fol. 7r col. 2 ll. 20-27) 

pw=s ...fau/lou 10. 338d (fol. 7v col. 1 ll. 43) pw=s gaìr ou/) 11. 339c (fol. 8r col. 1 l. 7) hì) pw=s le/geis 12. 

339c (fol. 8r col. 1 l. 10) pw=s gaìr ou/)  13. 341e (fol. 8v col. 2 ll. 43-44) pw=s tou=to e)rwta=is 14. 345b (fol. 

10r col. 2 l. 35) kaiì pw=s, ..., seì pei/sw 15. 347a (fol. 11r col. 1 ll. 33-34)  pw=s tou=to le/geis, w)= 
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sw/krates 16. 348a (fol. 11v col. 1 ll. 14-15) pw=s gaìr ou) bou/lomai 17. 348c (fol. 11v col. 1 ll. 38-39) 

fe/re dh/, ... pw=s le/geis 18. 348c (fol. 11v col. 1 l. 41) pw=s gaìr ou/) 19. 349c (fol. 12r col. 1 ll. 26-27) pw=s 

gaìr ou/)k 20. 349d (fol. 12r col. 1 l. 43 - fol. 12r col. 2 l. 1) pw=s gaìr ou) me/llei ...e)oike/nai 21. 351b (fol. 

12v col. 2 l. 31) pw=s gaìr ou)k e/)fh 22. 353a (fol. 13v col. 1 l. 23) pw=s gaìr ou/) 23. 353c (fol. 13v col. 2 l. 8) 

kaiì pw=s a/)n e/)fh 24. 354a (fol. 14r col. 1 l. 8) pw=s gaìr ou/) 25. 354a (fol. 14r col. 1 l. 13) pw=s gaìr ou/) 

5.1.2.4 疑問代名詞 po/teroj, po/teron,疑問副詞 pote/rwjの場合

『国   家』第1巻 1. 330a (fol. 4r col. 1 ll. 25-28) po/teron ... hì) e)pekth/sw 2. 331c (fol. 4v col. 1 ll. 30-37)  

tou=to d' au)to, ... po/tera ... la/bhi, hì) ...poiei=n 3. 339c (fol. 7v col. 2 ll. 40-43) po/teron ... hì) ... a(martei=n 

4. 341c (fol. 8v col. 2 ll. 21-24) o( tw=i a)kribei= ... e/)leges, po/teron ...hì) ...qerapeuth/s 5. 349b (fol. 12r col. 

1 ll. 14-17) tou= deì a)di/kou po/teron ... di/kaion 6. 351b (fol. 12v col. 2 ll. 35-40) a)llaì ... skopw=・ 

po/teron ... dikaiosu/nhs

5.1.2.5 そのほか

『クレイトポン』1. 407a (fol. 1r col. 1 ll. 38-39)  poi= fe/resqe w/)nqrwpoi 『国家』第1巻 2. 330b (fol. 4r 

col. 1 ll. 28-29)  poi=, e)pekthsa/mhn e/)fh, w)= sw/krates 3. 344d (fol. 10r col. 1 l. 42 － fol. 10r col. 2 l. 3)  w)= 

daimo/nie qrasu/maxe ... oi)=on ... e/)xei 4. 347e (fol. 11v col. 1 ll. 3-6)  suì ou)=n pote/rws ... ai(rh=i・ kaiì 

po/teron ... le/gesqai

5.2　疑問の小辞

5.2.1　疑問符が付されている場合

5.2.1.1 疑問の小辞 a)=ra（先行する発言に付言する a/)raに対して語順から疑問の小辞 a)=raと取る場合）

『国家』第1巻 1. 328a (fol. 3r col. 1 l. 43-fol. 3r col. 2 l. 1)  a)=ra/ ge ... th=i qew=i 2. 332e (fol. 5r col. 2 ll. 14-

16)  a)=ra kaiì toi=s mhì pleou=sin o( di/kaios a/)xrhstos 3. 339 c (fol. 8r col. 1 ll. 4-7) （Stephanus: a/)ra） 

toì deì o)rqw=s, a)=ra ... a)cu/mfora 4. 339e (fol. 8r col. 1 ll. 25-37) oi/)ou ... prose/tacan a)=ra hì) oì( suì le/geis 

5. 342a (fol. 9r col. 1 ll. 20-25) a)=ra ... toiau/ths 6. 349c (fol. 12r col. 1 ll. 24-26) a)=ra ... pra/cews 7. 353b-

c (fol. 13v col. 2 ll. 4-8) a)=r' a/)n ... kaki/an

5.2.1.2 疑問の小辞群 a)=r' ou=n ...

『国 家』第1巻1. 333e (fol. 5v col. 1 ll. 35-39) a)=r' ou)x ... fula/casqai 2. 333e6 (fol. 5v col. 1 ll. 39-42) 

a)=r' ou)=n ... e)mpoih=sai 3. 334c (fol. 5v col. 2 ll. 34-39) a)=r' ou)=n ou)k ... tou)nanti/on 4. 335b (fol. 6r col. 2 ll. 

9-13) a)=r' ou)=n ...a)reth/n 5. 335c (fol. 6r col. 2 ll. 22-24) a)=r' ou)=n ... poiei=n 6. 341d (fol. 8v col. 2 ll. 41-43)  

a)=r' ou)=n ...ei)=nai 7. 346e (fol. 11r col. 1 ll. 8-10) a)=r' ou)=n ...e)rga/zhtai 8. 352e (fol. 13v col. 1 ll. 11-15) a)=r' 



ou)=n ... aì)n qei/hs ... a/)rista 9. 353a (fol. 13v col. 1 ll. 27-28) a)=r' ou)=n ...qh/somen 10. 353b (fol. 13v col. 1 ll. 

42-43)  a)=r' ou)=n ...e/)stin

5.2.1.3 疑問の小辞 h=

　強調の小辞 h)=、または、選言の等位接続詞 h/)に対して疑問の小辞と取る場合

『国 家』第1巻1. 327c (fol. 3r col. 1 ll. 39-40) h)= ... pei=sai mhì a)kou/ontas 2. 348d (fol. 11v col. 2 ll. 7-

10) h)= kaiì ... soi ...dokou=sin ... a/)dikoi 3. 351d (fol. 13r col. 1 l. 17)  h)= ga/r

5.2.2　疑問符が付されていない場合

5.2.2.1 疑問の小辞 a)=ra

『国家』第1巻1. 335b (fol. 6r col. 2 ll. 7-9) a)=ra ... hì) ... i/(ppwn

5.2.2.2 疑問の小辞群 a)=r' ou=n ...

『国家』第1巻1. 333b (fol. 5r col. 2 ll. 30-33) a)=r' ou)=n o( di/kaios ... qe/sin hì) o( petteutiko/s 2. 353e (fol. 

13v col. 2 ll. 35-39) a)=r' ou)=n ... a)reth=s hì) a/)dunaton

5.2.2.3 疑問の小辞 h)=

『国家』第1巻1. 333 c (fol. 5v col. 1 l. 3) h)= ga/r 2. 341e (fol. 9r col. 1 ll. 10-12) h)= o)rqw=s soi dokw= ... hì) 

ou/)

5.2.2.4 そのほかの疑問の小辞

『国家』第1巻 1. 342d (fol. 9r col. 2 ll. 17-21) a/)llo ti ... ka/mnonti 2. 351e (fol. 13r col. 1 ll. 31-34) e)aìn 

deì dh/ ... a)diki/a, mw=n mhì a)pole=i ... du/namin hì) ou)deìn h)=tton e/(cei

5.3 相手に答えることを命令・勧奨する文に続く文

5.3.1　疑問符が付されている場合

『国家』第1巻1. 339b (fol. 7v col. 2 ll. 37-39) ou) kaiì ... fhìis ei)=nai 2. 340c (fol. 8r col. 2 ll. 31-35) w)= 

qrasu/maxe, tou=to h)=n ...e)a/nte mh/ 3. 340c (fol. 8r col. 2 l. 36)  ou/(tw se fw=men le/gein 4. 343a (fol. 9v 

col. 1 l. 5) titqh/ soi/ e)stin 5. 346a (fol. 10v col. 1 ll. 41-44) ou)xiì... fameìn ... e/)xein 6. 348b (fol. 11v col. 1 

ll. 33-36) thìn tele/an ... fhìis ei)=nai 7. 349b (fol. 12r col. 1 ll. 9-10) o( di/kaios ...e/)xein 8. 351b (fol. 12v col. 

2 ll. 26-31) po/lin fai/hs aì)n ... doulwsame/nhn 9. 351c (fol. 13r col. 1 ll. 6-11) dokei=s ... a)llh/lous 10. 

351d-e (fol. 13r col. 1 ll. 20-26) a)=ra ... pra/ttein 11. 352d (fol. 13v col. 1 ll. 10-11) dokei= ti/ soi ... e/)rgon 
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12. 352e (fol. 13v col. 1 ll. 16-17) e/)sq' o/)t% ... o)fqalmoi=s 13. 353d (fol. 13v col. 2 ll. 23-31) yuxh=s ... 

fai=men ... ei)=nai

5.3.2　疑問符が付されていない場合

『国 家』第1巻1. 331e (fol. 4v col. 2 ll. 15-19) le/ge dh/ ... ti/ fhìis ... dikaiosu/nhs 2. 342b (fol. 9r col. 1 

ll. 39-40) ou/(tws, hì) a/)llws e/)xei 3. 349c-d (fol. 12r col. 1 ll. 33-36) o( di/kaios ... a)nomoi/ou (q: Bekker, 

Burnet, Chambry, Slings; f: c.）

5.4.1 先行する立言または内含する命題と併せて、tautologyとなる選言命題を形成する文で、続いて、

dilemmaの角として展開されることのない文

5.4.1.1 疑問符が付されている場合

『国家』第1巻1. 342d (fol. 9r col. 2 ll. 24-25) hì) ou)x w)molo/ghtai 2. 350b (fol. 12v col. 1 ll. 3-6) ou)kou=n 

... pleone/ktei・ hì) ou)x ou/(tws e/)leges 3. 350d (fol. 12v col. 1 ll. 36-37) hì) ou) me/mnhsai, w)= qrasu/maxe

5.4.1.2 疑問符が付されていない場合

『国家』第 1巻 1. 333a (fol. 5r col. 2 l. 19) kaiì gaìr gewrgi/a, hì) ou/) 2. 333a (fol. 5r col. 2 ll. 28-29) 

cumbo/laia deì le/geis koinwnh/mata h/) ti a/)llo 3. 335b (fol. 6r col. 2 ll. 5-7) （相 反  性  質） blapto/menoi 

... belti/ous hì) xei/rous gi/gnontai 4. 341e (fol. 9r col. 1 ll. 10-12) h)= o)rqw=s soi dokw= ...hì) ou/) 5. 342b (fol. 

9r col. 1 ll. 39-40) kaiì sko/pei ... ou/(tws, hì) a/)llws e/)xei

5.5.1 先行する立言または内含する命題と併せて、矛盾命題を形成する

5.5.1.1 疑問符が付されている場合

『国家』第1巻1. 349e (fol. 12r col. 2 l. 14) ou)x ou/)tws 2. 351e-352a (fol. 13r col. 1 ll. 35-44) ou)kou=n ... 

dikai/wi・ ou)x ou/(tws

5.6間接的な方法による疑問

　対話相手の命題への関与に言及し、かつ、同時に、関与について断定を控える表現を選択する。

5.6.1 疑問符の付されていない場合

『国家』第1巻　1. 334a-b (fol. 5v col. 2 ll. 9-23)  a/)ra ..., w(s e/)oiken 動詞 kinduneu/wの2人称単数現

在形kle/pths a/)ra..., w(s e/)oiken, a)nape/fantai (nq:edd.) kaiì kinduneu/eis...au)to/・ (nq:edd.)  kaiì gaìr 

... e/)oiken ou)=n ... kata/ se kaiì ... e)xqrw=n  2. 332b-c  (fol. 5r col. 1 ll. 15-18) h)ini/cato a/)ra ... w(s e/)oiken 

... oì( ei/)h  (f: edd.) 3. 350c (fol. 12v col. 1 ll. 9-13) e/)oiken a/)ra ... a)maqei= (f: edd.) 4. 353e (fol. 14r col. 1 ll. 



5-6) fai/netai, e/)fh, kataì toìn soìn lo/gon (f: edd.)

6  文法的・意味論的に明示的には疑問文の特徴をもたない箇所における疑問符の有無

6.1 ou)kou=nで始まる文

　対話相手の、肯定、否定の応答による主張に続いて、まだ相手の関与が表明されていない新たな命

題に、または、その対話相手の応答における主張から論理的に帰結する命題に、言及する文。ou)kou=n

で始まる文に内含される命題に対話相手が関与することを、話者が、先取し断定するか、先取断定す

ることを控え相手にその意向を尋ねるか、あるいは、そのいずれか、いかにも相手に分かるようにそ

うしているふりをするか、これらのうちいずれを選択するかは、対話の場の社会条件、対話者の社会

的地位等社会関係に依存する。またその選択された意図が、実現するか否かは、対話相手に依存して

いる。

6.1.1 疑問符が付されている場合

『国   家』第 1巻 1. 331d (fol. 4v col. 2 ll. 12-14) ou)kou=n ... o( pole/marxos, tw=n ge sw=n klhrono/mos 

（q:  edd.）2. 338d (fol. 7v col. 1 l. 43 - fol. 7v col. 2 l. 1) ou)kou=n ... toì a/)rxon（q:  edd.）3. 339c (fol. 7v col. 

2 l. 44 - fol. 8r col. 1 l. 3) ou)kou=n ... o)rqw=s （f: Musurus; q: c.）4. 341d (fol. 8v col. 2 ll. 35-37) ou)kou=n ... 

cumfe/ron （f: Musurus; q: c.）5. 348c (fol. 11v col. 1 ll. 41-43) ou)kou=n ...kaki/an（q:  edd.）6. 353b (fol. 

13v col. 1 ll. 37-40) 表明されていない相手の信念・態度・発言に言及する文 ou)kou=n ... dokei= soi ... 

proste/taktai（q:  edd.）7. 353b (fol. 13v col. 2 l. 1) 添加の小辞 kai/をともなう文 ou)kou=n kaiì a)reth/

（nq: Musurus; q: c.）8. 353d (fol. 13v col. 2 ll. 33-35)表明されていない相手の信念・態度・発言に言及す

る文 ou)kou=n ... fame/n ... ei)=nai（q:  edd.）

6.1.2 疑問符が付されていない場合

『クレイトポン』1.** 407d (fol. 1r col. 2 ll. 37-39)添加の小辞 kai/をともなう文 ou)kou=n kaiì  tou=to ... 

e(kou/sion（q:  edd.）『国家』第1巻2. 327c (fol. 3r col. 1 ll. 36-39) ou)kou=n ... w(j xrhì h(ma=s a)fei=nai (q: Ast, 

Stallbaum, Hermann, Adam, Burnet, Shorey, Chambry, Slings  f: Ficinus, Musurus, Stephanus, Bekker, 

Schneider, Baiter, Jowett & Campbell) 3.** 333c (fol. 5v col. 1 ll. 11-13) ou)kou=n le/geis ...kei=sqai（q:  edd.）

4. 337d (fol. 7r col. 2 ll. 11-12) ou)kou=n e)peida/n moi ge/nhtai, ei)=pon (Musurus: comma; f: c.) 5.** 342d 

(fol. 9r col. 2 ll. 25-27) 添加の小辞 kai/、ならびに、二つの主張間の対比を示す相関句 a)llaì ou) ...をと

もなう文 ou)kou=n kaiì o( kubernh/ths ... a)ll' ou) nau/ths（q:  edd.）6. 342e (fol. 9r col. 2 ll. 33-43)　二

つの主張間の対比を示す相関句 ou) ... a)lla/ ...をともなう文 ou)kou=n... ou)deì a/)llos ou)deiìs ..., a)llaì 

... a/(panta (f: edd.)  7.** 346a (fol. 10v col. 2 ll. 3-8) ou)kou=n ... ou/(tw ( f: Musurus, Stephanus; q: c. (ou(twj 

Bekker, Ast, Stallbaum, Baiter, Shorey)) 8.** 346a (fol. 10v col. 2 ll. 8-9) ou)kou=n ... misqo/n（f: Musurus; q: 

c.）9.** 346c (fol. 10v col. 2 ll. 24-27)先行する相手の発言に言及する文 ou)kou=n ... w(mologh/samen 

ei)=nai（f: Musurus; q: c.）10. 346e   (fol. 11r col. 1 ll. 10-18) ou)kou=n ... tou=to h/)dh dh=lon, o/(ti ...krei/ttonos
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（f:  edd.）11.** 349c (fol. 12r col. 1 ll. 28-32) ou)kou=n ... labhi=（f: Musurus; q: c.）12.** 349d (fol. 12r col. 

1 ll. 40-43) ou)kou=n ... e/)oiken (f: Ficinus, Musurus, Stephanus; q. c.) 13.** 349e (fol. 12r col. 2 ll. 11-13) 

ou)kou=n ... kako/n（q:  edd.）14. 350b (fol. 12v col. 1 ll. 3-6) ou)kou=n ... pleone/ktei（f: Musurus; comma: 

Bekker; q:  c. (post hì) ou)x ou/(tws e/)leges  f: Musurus; q: c. & A)） 15. 351e-352a (fol. 13r col. 1 ll. 35-44) 

 ou)kou=n ... dikai/wi (f: Musurus, Stephanus, Schneider; q: c. (post ou)x ou/(tws q: edd. & A) 16.** 353c (fol. 

13v col. 2 ll. 16-19) ou)kou=n  ... a)perga/setai（q:  edd.）17.** 353e (fol. 13v col. 2 l. 43 - fol. 14r col. 1 l. 

2)先行する相手の発言への言及を含む文 ou)kou=n ... sunexwrh/samen ... a)diki/an（f: Musurus; q:  edd.）

6.2 表明されていない相手の信念・態度・発言に言及する文

　話者が疑問を選択するか断定を選択するか、皮肉な表現を選択するかは、 ou)kou=nの場合と同じ。

6.2.1 疑問符が付されている場合 

『国家』第1巻1. 327c (fol. 3r col. 1 ll. 33-34)  o(ra=is ou)=n h(ma=s e/)fh o/(soi e)sme/n (q: edd.) 2. 329 c (fol. 

3v col. 2 ll. 16-17) e/)ti oi(=o/s te ei)= gunaikiì suggi/gnesqai (q: edd.) 3. 332b (fol. 5r col. 1 ll. 7-8) ou)x ou/(tw 

le/gein fhìis toìn simwni/dhn  (q: edd.) 4. 333a (fol. 5r col. 2 ll. 22-23) pro/s ge ... aì)n oi)=mai fai/hs 

kth=sin (q: Musurus, Burnet, Chambry, Slings; f: c.) 5. 335c (fol. 6r col. 2 ll. 13-17) 小辞 de/をともなう文　

述語動詞を否定する否定辞 mh/をともなう a)nqrw/pous deì ... mhì ou/(tw fw=men ... gi/gesqai (q: edd.) 6. 

335e (fol. 6v col. 1 ll. 10-15) maxou/meqa a/)ra ... koinh=i e)gw/ te kaiì su/, e)aìn ... a)ndrw=n  (q: Adam; f: c.) 

7. 336a (fol. 6v col. 1 ll. 17-21) 相手の先行する応答に言及する小辞 alla/で始まる文 a)ll' oi)=sqa 

...bla/ptein (q: edd.) 8. 337c (fol. 7r col. 1 ll. 40-42) 推移・推論の小辞 ou)nをともなう文 a/)llo ti ou)=n ... 

poih/seis, w(=n e)gwì a)pei=pon, tou/twn ti a)pokrinhi (q: edd. ( ... poih/seij; ... a)pokrinh=;Stephanus ... 

poih/sij; ...a)pokrin$= [Ficinus], Stallbaum, Hermann, Slings ... poih/seij; ... a)pokrinei=; Bekker, Ast, 

Schneider, Baiter, Jowett & Campbell, Adam, Shorey, Chambry poih/seij・ a)pokrinh= ; Musurus; 

poih/seij・ a)pokrin$= Burnet)) 9. 338d (fol. 7v col. 1 ll. 39-43) ei)=t' ou)k oi)=sq' ...o/(ti ... a)ristokratou=ntai 

(f: Musurus; q: c.) 10. 339e (fol. 8r col. 1 ll. 25-37) oi/)ou ... prose/tacan a)=ra ... hì) oì( suì le/geis (q: edd.; 

post  prose/tacan nq: edd. (f: Ficinus, Stephanus, Bekker, Jowett & Campbell)) 11. 340c (fol. 8r col. 2 ll. 37-

40)  a)llaì ... me oi/)ei ...e)camarta/nhi (q: edd.) 12. 340d (fol. 8v col. 1 ll. 1-4) e)teiì au)ti/ka ... kalei=s 

...e)camarta/nei・ hì) logistiko/n, oì(s ... a(marti/an (f: Ficinus; q: c. (post e)camarta/nei nq: Musurus, 

Bekker, Ast, Schneider; q: c.))  13. 341a (fol. 8v col. 1 ll. 37-38) dokw= soi sukofantei=n (q: edd.) 14. 341a 

(fol. 8v col. 1 ll. 38-41) oi/)ei ga/r me... w(j h)ro/mhn  (q: edd.) 15.* 343c (fol. 9v col. 1 ll. 28-31) kaiì ou/(tw 

po/rrw ei)= ... a)diki/as (comma: edd.; see also 6.2.2.10) 16. 344e (fol. 10r col. 2 ll. 3-7) hì) smikroìn ... oi/)ei ... 

zwhìn zw/n (q: edd. zw$/ Musurus zw/h Stephanus z%h/ c.) 17. 345e (fol. 10v col. 1 ll. 30-33) suì deì... oi/)ei 

a/)rxein (q: edd.) 18. 346b (fol. 10v col. 2 ll. 10-12) au)thì gaìr ...du/namis・ hì) ... kalei=s（f: Musurus; q: edd.）

19. 347a-b (fol. 11r col. 1 ll. 38-44) toìn tw=n belti/stwn a/)ra ... ou) cuniei=s; di' o/(n ...a/)rxein; hì) ou)k 

oi)=sqa ... e/)stin (q: edd. (post cuniei=s nq: edd.; post a/)rxein q: Ast; f: c.)) 20. 348a (fol. 11v col. 1 ll. 12-14) 

相手の先行する応答に言及する、推移・推論または強調の小辞 ou)=nをともなう文 bou/lei ou)=n 



...pei/qwmen, ... le/gei (q: edd.) 21. 348c (fol. 11v col. 1 ll. 39-41) toì me/n pou a)rethìn ... kalei=s ... kaki/an 

(q: edd.) 22. 348d (fol. 11v col. 2 ll. 5-6) 相手の先行する応答に言及する a/)ra をともなう文 thìn a)diki/an 

a/)ra ... kalei=s (q: edd.) 23.* 348d (fol. 11v col. 2 ll. 13-15) suì deì oi/)ei me ...le/gein (写本A、Baiterはll. 

13-15の後で話者の交代が起こる) (f: edd.) 24. 349d-e (fol. 12r col. 2 ll. 6-7) mousikoìn ... le/geis ... 

a/)mouson (q: edd.) 25. 349e (fol. 12r col. 2 ll. 14-20) dokei= ... soi ... e/)xein (q: edd.) 26. 353b (fol. 13v col. 

1 ll. 41-42) o)fqalmw=n ... e/)rgon (q: edd.) 27. 353d (fol. 13v col. 2 ll. 20-21) ti/qemen ...lo/gon (q: edd.) 28. 

353d (fol. 13v col. 2 ll. 33-35) ou)kou=n で始まる文 ou)kou=n ... fame/n ... ei)=nai (q: edd.)

6.2.2 疑問符が付されていない場合

『国家』第1巻1.** 333a (fol. 5r col. 2 ll. 28-29) cumbo/laia deì le/geij koinwnh/mata・ hì) ti a/)llo (f: 

Musurus; q: c.) 2.** 333c (fol. 5v col. 1 ll. 11-13) ou)kou=n le/geis ...kei=sqai (q: edd.) 3.** 333d (fol. 5v col. 

1 ll. 21-27) 小辞 de/をともなう文 fh/seis deì ... mousikh/n (q: edd.) 4. 334d (fol. 6r col. 1 ll. 2-5) kataì dhì 

toìn sonì lo/gon ... kakw=s poiei=n  (f: edd.) 5.** 337c (fol. 7r col. 1 ll. 35-40) ei) d' ou)=n ..., oi/)ei ... e)a/nte mh/ 

(q: edd.) 6. 339d (fol. 8r col. 1 ll. 10-14) a/)ra をともなう文 ou) mo/non ...a)llaì ... の文 ou ) mo/non a/)ra... 

kataì toìn soìn lo/gon ...a)llaì ... , toì mhì cumfe/ron  (f: edd.) 7.** 339d  (fol. 8r  col. 1  ll.  17-24) ou)x 

w(molo/ghtai ... belti/stou; a/( d' a/)n ... poiei=n・ tau=t' ou)x w(molo/ghtai (q: edd. (post belti/stou q: 

Musurus; comma: c. post poiei=n q: edd.)  8. 340d (fol. 8r col. 2 l. 43-fol. 8v col. 1 l. 1) sukofa/nths gaìr ei)= 

... lo/goij (comma: Bekker; semicolon: c.) 9.** 341c (fol. 8v col. 2 ll. 15-18) oi/)ei gaìr a/)n me ... 

qrasu/maxon (f: Musurus; q: c.) 10. 343c (fol. 9v col. 1 l. 28-fol. 9v col. 2 l. 1) kaiì ou/(tw po/rrw ei)= .. 

a)diki/as; w/(ste ... o(pwstiou=n (f: edd.) 11.** 346b (fol. 10v col. 2 ll. 12-19) hì) e)a/nper ... kalei=s ... 

i)atrikh/n (f: Musurus; q: c.) 12. 346c (fol. 10v col. 2 ll. 32-37)間接話法による応答 sune/fhで応答される

文　相手の先行する応答に言及する小辞 de/をともなう文 fameìn de/ ge ... au)toi=s (f: edd.) 13.** 348a 

(fol. 11v col. 1 ll. 8-10) h/)kusas ... a)di/kou  (q: edd.) 14. 348e (fol. 11v col. 2 ll. 33-39) nu=n deì dh=los ei)= o/(ti 

fh/seis ... qei=nai (f: edd.) 15. 353a (fol. 13v col.1 ll.29-34) oi)=mai を と も な う 文 nu=n dhì oi)=mai ... aì)n 

ma/qois a)perga/zhtai (f: edd.)

6.3 先行する発言に付言する小辞 a/)ra

　先行する対話相手の発言に付言する場合、相手の関与する命題からの論理的帰結に関して、 

ou)kou=nの場合と同じことが考えられる。

6.3.1 疑問符が付されている場合

6.3.1.1  a/)ra ... ou)k ...

『国家』第1巻1.* 347a (fol. 11r col. 1 ll. 38-39) toìn tw=n belti/stwn a/)ra ... ou) cuniei=s  (nq: edd. see also 

6.2.1.19) 2.* 350b (fol. 12r col. 2 ll. 41-44)  o( a/)ra a)gaqoìs ... ou)k e)qelh/sei pleonektei=n, ... e)nanti/ou  

(q: Musurus; f: c.)
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6.3.1.2  ou)k a/)ra ... a)llaì ...

『国家』第1巻1.* 335d (fol. 6r col. 2 ll. 38-41) ou)k a/)ra tou= dikai/ou bla/ptein e/)rgon, ..., ou/)te ..., a)llaì 

... tou= e)nanti/ou, tou= a)di/kou  (f: edd.) 2.* 342c (fol. 9r col. 1 ll. 41-43)ì ou)k a/)ra ... a)llaì sw/mati (f: 

edd.) 3.* 342c-d (fol. 9r col. 2 ll. 9-14) ou)k a/)ra ... a)llaì ...e(auth/s (f: edd.)

6.3.1.3 a/)ra

『国家』第1巻1. 332e (fol. 5r col. 2 ll. 17-18) 添加の小辞 kai/をともなう文 xrh/simon a/)ra kaiì e)n 

ei)rh/nhi dikaiosu/nh (f: Ficinus, Musurus, Stephanus; q: c. ) 2.* 334a (fol. 5v col. 2 ll. 3-5) o/(tou tij a/)ra 

... deino/s (f: edd.) 3. 335b (fol. 6r col. 1 l. 44 - fol. 6r col. 2 l. 2) e/)stin a/)ra ... a)nqrw/pwn (q: edd.) 4.* 335c 

(fol. 6r col. 2 ll. 19-22) 添加の小辞 kai/をともなう文 kaiì touìj blaptome/nous a/)ra ...gi/gnesqai (f: 

edd.) 5. 335e (fol. 6v col. 1 ll. 10-15) maxou/meqa a/)ra ... koinh=i e)gw/ te kaiì su/, e)an ... a)ndrw=n (q: 

Adam; f: c.) 6. 348d (fol. 11v col. 2 ll. 5-6) thìn a)diki/an a/)ra ... kalei=s (q: edd.)

6.3.2疑問符が付されていない場合

6.3.2.1  ou)k a/)ra ...

『国家』第1巻 1. 331d (fol. 4v col. 2 ll. 2-5) ou)k a/)ra ou)=toj o/(ros ... a)podido/nai  (f: edd.)

6.3.2.2  ou)k a/)ra ... a)lla/ ...

『国家』第1巻1. 342e (fol. 9r col. 2 ll. 28-32) ou)k a/)ra o/( ge toiou/tos ..., a)llaì ... a)rxome/nwi (f: edd.) 

2. 346c-d (fol. 10v  col. 2  l. 38 - fol. 11r col. 1 l. 4) ou)k a/)ra a)poì th=s au(tou= te/xnhs ...・ a)llaì ... ou/(tws・ 

toì a)uthìs .... te/taktai (f: edd.) cf. 342e (fol. 9r col. 2 ll. 33-43) ou)kou=n ... ou)deì a/)llos ou)deiìs ..., a)llaì 

... a/(panta (f: edd.)

6.3.2.3  ou) mo/non a/)ra... a)lla/ ...

『国   家』 第1巻 1.  339d  (fol. 8r col. 1 ll. 10-14) ou) mo/non a/)ra ... kataì toìn soìn lo/gon ... a)llaì ..., toì 

mhì cumfe/ron (f: edd.)

6.3.2.4 a/)ra

『国家』第1巻1. 332b-c (fol. 5r col. 1 ll. 15-18) w(j e/)oikenをともなう文 h)ini/cato a/)ra ... w(j e/)oiken 

... oì( ei/)h (f: edd.) 2.** 332d (fol. 5r col. 1 ll. 41-43) toì touìj fi/lous a/)ra eu)= poiei=n ... le/gei (f: Ficinus, 

Stephanus ; q: c. ) 3.** 333c-d (fol. 5v col. 1 ll. 14-16) o/(tan a/)ra ... dikaiosu/nh (f: Musurus; q: c.) 4. 334a 

(fol. 5v col. 2 ll. 5-7) ei) a/)ra ..., kaiì kle/ptein deino/s (comma: Musurus; f: c.) 5. 334a-b (fol. 5v col. 2 ll. 9-

10) w(j e/)oikenをともなう文 kle/pths a/)ra tis o( di/kaios, w(s e/)oiken, a)nape/fantai（nq: edd.）6. 334c 

(fol. 5v col. 2 ll. 39-41) tou/tois a/)ra ... fi/loi (f: Ficinus, Musurus, Bekker, Ast; q: c.) 7. 334d-e (fol. 6r col. 1 

ll. 10-16) polloi=s a/)ra ... sumbh/setai ... di/kaion ei)=nai touìs meìn fi/lous bla/ptein・ ponhroiì ga/r 



au)toi=s ei)sin・ touìs d' e)xqrouìs w)felei=n  (nq: edd.) 8. 335e (fol. 6r col. 2 l. 43-fol. 6v col. 1 l. 6) ga/rの

文が続く ei) a/)ra taì ofeilo/mena ...w)feli/an, ou)k h)=n sofoìs o( tau=ta ei)pw/n (nq: edd.) 9. 346c (fol. 10v 

col. 2 ll. 27-32)  dh=lon o/(ti ...確言を示す句をともなう h/(ntina a/)ra ..., dh=lon o/(ti ...w)felou=ntai (f: edd.) 

10. 349d (fol. 12r col. 2 ll. 2-4) toiou=toj a/)ra ... e/)oiken (q: Schneider, Burnet, Chambry, Slings; f: c.) 11. 

350c (fol. 12v col. 1 ll. 17-20) o( meìn a/)ra di/kaios h(mi=n a)nape/fantai ... kako/s (f: edd.) 12. 353e (fol. 

13v col. 2 ll. 39-43) a)na/gkh a/)ra ... eu)= pra/ttein (f: edd.) 13. 353e (fol. 14r col. 1 ll. 3-5) h( meìn a/)ra 

dikai/a yuxhì ... a/)dikos (f: edd.) 14. 354a (fol. 14r col. 1 ll. 9-10) o( meìn di/kaios a/)ra ... a/)qlios (f: edd.) 

15. 354a (fol. 14r col. 1 ll. 13-15) ou)de/pot' a/)ra ... dikaiosu/nhs (f: edd.) 

6.4 相手の応答に基づいて、対照を示す小辞 a)lla/を用いて、前言と対照的な命題に言及する文

6.4.1疑問符が付されている場合

『国家』第1巻1. 333b (fol. 5r col. 2 ll. 33-37) 反「常 識」命 題 を 内 含 す る 文 a)ll' ei)j pli/nqwn ... 

oi)kodomikou= (q: edd.) 2. 334a (fol. 5v col. 1 l. 43- fol. 5v col. 2 l. 3) 小辞 mh/nをともなう文 a)llaì mhìn 

stratope/dou ge ...pra/ceis (q: Burnet, Chambry, Slings; f: c.) 3. 334d (fol. 6r col. 1 ll. 1-2)小辞 mh/nをと

もなう文 a)llaì mhìn oi/( ge a)gaqoiì di/kaioi/ te kaiì oi)=oi mhì a)dikei=n (q: Burnet, Chambry, Slings; f: c.) 4. 

335c (fol. 6r col. 2 ll. 17-19) 反「常識」命題を内含する文 a)ll' h( dikaiosu/nh ou)k a)nqrwpei/a a)reth/ 

(q: edd.) 5. 335c (fol. 6r col. 2 ll. 25-26)因果同名観から偽と直感される命題を内含する文 a)llaì th=i 

i(ppikh=i oi( i(ppikoiì a)fi/ppous (q: edd.) 6. 335c-d (fol. 6r col. 2 ll. 27-30) 因果同名観から偽と直感される

命題を内含する文 a)llaì th=i dikaiosu/nhi dhì oi( di/kaioi a)dikou/s・ hì) kaiì sullh/bdhn a)reth=i oi( 

a)gaqoiì kakou/s (q: edd. (post a)dikou/j q:edd.))

6.4.2 疑問符が付されていない場合

『国家』第1巻1. 334c-d (fol. 5v col. 2 ll. 41-44) a)ll' o/(mws di/kaion ... bla/ptein (q: Schneider, Adam, 

Burnet, Shorey, Chambry, Slings; f: c.) 2. 342c (fol. 9r col. 2 ll. 4-7) 小辞 mh/nをともなう文a)llaì mhìn, w)= 

qrasu/maxe, a/)rxousi/ ge ... ei/sin te/xnai  (f: edd.) 3. 349b-c (fol. 12r col. 1 ll. 19-23) a)ll' ou) tou=to ... 

e)rwtw=, a)ll' ei) ... a)di/kou (f: Ficinus, Stephanus, Bekker, Schneider; q: c.) 4. 350c (fol. 12v col. 1 ll. 13-16)

小辞 mh/nをともなう文a)llaì mhìn w(mologou=men・ w(=i ge ... ei)=nai (f: edd.) 5. 354a (fol. 14r col. 1 ll. 6-8) 

小辞 mh/nをともなう文a)llaì mhìn o/( ge eu)= zw=n ... ta)nanti/a (f: edd.) 6. 354a (fol.  14r  col. 1  ll. 11-12)

小辞 mh/nをともなう文a)llaì mhìn a/)qlio/n ge ei)=nai ou) lusitelei=, eu)dai/mona de/ (f: edd.)

6.5相手の応答を前提として、それに続いて、添加の小辞 kai/かつ／あるいは省略文を用いて、類比

命題への相手の関与に言及する文

6.5.1 疑問符が付されている場合

『国家』第1巻1.* 332e (fol. 5r col. 2 ll. 11-12) 小辞 mh/nをともなう文 mhì ka/mnousi/ ge mh/n, ..., i)atroìj 

― 96 ―



― 97 ―

a/)xrhstos (f: edd.) 2.* 332e (fol. 5r col. 2 ll. 13-14) kaiì mhì ple/ousi dhì kubernh/ths (q: Musurus; f: c.) 

3. 333a (fol. 5r col. 2 ll. 19-20) pro/s ge karpou= kth=sin (q: Musurus, Bekker, Ast, Burnet, Shorey, 

Chambry, Slings; f: c.) 4. 333a (fol. 5r col. 2 ll. 20-21) kaiì mhìn kaiì skutotomikh/ (q: edd.) 5. 333d (fol. 5v 

col. 1 ll. 20-21) kaiì o/(tan dhì dre/panon ...・ o/(tan deì xrh=sqai, h( a)mpelourgikh/ (f: Musurus; q: c.) 6. 

341d (fol. 8v col. 2 ll. 37-40) 文否定の否定辞 ou)をともなう文 ou) kaiì h( te/xnh ... e)kpori/zein (f: 

Musurus; q: c.)

6.5.2 疑問符が付されていない場合

『国家』第1巻1. 333c (fol. 5v col. 1 ll. 4-6) 小辞 mh/nをともなう文) kaiì mhìn o/(tan ge ...hì) o( kubernh/ths 

(q: Ficinus, Burnet, Slings; f: c.) 2.** 333d (fol. 5v col. 1 ll. 27-31)) kaiì periì ta)=lla ... xrh/simos (f: Ficinus, 

Musurus, Stephanus; q: c.) 3. 352b (fol. 13r col. 2 ll. 10-13)) kaiì qeoi=s a/)ra ...fi/los (f: edd.)

6.6 相手の応答または否定的事実を前提として、否定の添加の小辞 ou)de/を用いて、類比命題への相手

の関与に言及する文

6.6.1 疑問符が付されている場合

『国家』第1巻 1.* 328c (fol. 3r col. 2 ll. 37-39) ou)deì qami/zeis ... ei)j toìn peiraia= (nq: edd. ( ou)deì Baiter, 

Jowett & Campbell, Burnet)) 2. 332a (fol. 4v col. 2 ll. 34-37) a)podote/on de/ ge ou)d' ... a)paitoi= (f: Ficinus, 

Musurus; q: c.) 3.* 335d (fol. 6r col.2 ll. 32-34) ou)deì chro/thtos u(grai/nein a)llaì tou= e)nanti/ou (f: edd.) 

4.* 335d (fol. 6r col. 2 ll. 34-36) ou)deì dhì tou= a)gaqou= bla/ptein a)llaì tou= e)nanti/ou (f: edd.)

6.6.2 疑問符が付されていない場合

『国家』第1巻1. 342c (fol. 9r col. 1 l. 43 － fol. 9r col. 2 l.3) ou)deì i(ppikhì i(ppikh=i a)ll' i/(ppois・ ou)deì 

a/)llh te/xnh ou)demi/a e(auth=i ou)deì gaìr prosdei=tai, a)ll' e)kei/nwi ou(= te/xnh e)sti/n (f: edd.) 2. 346b 

(fol. 10v col. 2 ll. 20-21) ou)deì g' , oi)=mai, thìn misqwtikh/n, ... misqarnw=n (f: edd.)

6.7 相手の応答による相手の関与に続いて、小辞 de/によって、連接して、あるいは、対照して、新た

な命題に言及する文

6.7.1 疑問符が付されている場合

『国  家』第1巻 1. 335d (fol. 6r col. 2 ll. 36-37) o( de/ ge di/kaios a)gaqo/s (q: edd.) 2. 339 c (fol. 8r col. 1 

ll. 8-10) aì( d' aì)n ... di/kaion (f: Ficinus; q: c.) 3. 346d (fol. 11r col. 1 ll. 5-7) e)aìn deì ... te/xnhs (q: edd.) 4. 

350a (fol. 12r col. 2 ll. 25-26) mhì i)atrikou= de/ (q: edd.) 5.* 350a (fol. 12r col. 2 ll. 26-33) periì pa/shj deì 

o/(ra ... ei) ...pra=cin (f: edd. 間接疑問文) 6. 350b (fol. 12r col. 2 l. 39) o( deì e)pisth/mwn sofo/s (q: edd.) 7. 

350b (fol. 12r col. 2 l. 40) o( deì sofoìj a)gaqo/s (q: edd.) 8.* 350b (fol. 12v col. 1 ll. 1-2) o( deì kako/s ... 

e)nanti/ou (q: Musurus; f: c.) 9. 352a (fol. 13r col. 2 ll. 9-10) di/kaioi deì g' ei)si/n ... qeoi/ (q: edd.)



6.7.2 疑問符が付されていない場合

『国  家』第 1巻 1. 349d (fol. 12r col. 1 ll. 37-40) e/)stin de/ ge ... ou)de/tera (q: Bekker, Burnet, Chambry, 

Slings; f: c. ( e/)sti Bekker, Ast, Baiter)) 2.** 350c (fol. 12v col. 1 ll. 7-9) o( de/ ge di/kaios ... tou= deì 

a)nomoi/ou (f: Ficinus; q: c.)

6.8 断定を避けた信念表明の挿入句 oi)=maiをともなう文

6.8.1 疑問符が付されている場合

『国　家』第 1巻 1. 333a (fol. 5r col. 2 ll. 22-23) pro/s ge u(podhma/twn  aì)n oi)=mai fai/hs kth=sin（q: 

Musurus, Burnet, Chambry, Slings; f: c.）2.* 335d (fol. 6r col. 2 ll. 30-32) ou) ... a)lla/ ...をともなう文 ou)  

gaìr qermo/thtos oi)=mai e/)rgon yuxei=n a)llaì tou= e)nanti/ou (f: edd.)

6.8.2 疑問符が付されていない場合

『国家』第1巻 1. 340d  (fol.  8v  col. 1  ll. 8-17) hì) ... a(martia/n; a)ll' oi)=mai le/gomen tw=i r(h/mati ou/(tws 

... o( grammatisth/s・ toì d' oi)=mai ... a(marta/nei・ e)pileipou/shs gaìr ...  (nq: edd.) 2. 341d (fol. 8v col. 

2 ll. 29-32) gaìrの文が続く ou)deìn oi)=mai ... nau/ths (nq : edd.) 3. 346b (fol. 10v col. 2 ll. 20-21) ou)de/ g' , 

oi)=mai, thìn misqwtikh/n, ... misqarnw=n (f: edd.) 4. 353a (fol. 13v col. 1 ll. 24-27) a)ll' ou)de/ni g' a/)n 

oi)=mai ... e)rgasqe/nti (f: edd.) 5. 353a (fol. 13v col. 1 ll. 29-34) nu=n dhì oi)=mai a/)meinon aì(n ma/qoij ... 

punqano/menos ei) ... a)perga/zhtai (f: edd.)

「非挿入句：」1. 336a (fol. 6v col. 1 ll. 22-26) oi)=mai ... a)ndro/s・ a)lhqe/stata, e/)fh, le/geis (f: edd.)  2. 

344e (fol. 10r col. 2 ll. 7-9) e)gwì gaìr oi)=mai ... toutiì a/)llws e/)xein (f: Ast, Schneider, Jowett & Campbell; q: 

c.) 

6.9そのほか

6.9.1疑問符が付されている場合

『国家』第1巻1. 328a (fol. 3r col. 2 ll. 1-2)相手の質問の一部への言及 a)f' i/(ppwn h)=n d' e)gw/ (q: pos e)gw/ 

Musurus; post i/(ppwn c.) 2. 328a (fol. 3r col. 2 ll. 3-5) lampa/dia ... toi=j i/(ppois (nq: Musurus; q: c.)

6.9.2 疑問符が付されていない場合

『国家』第1巻1. 335a  (fol. 6r col. 1 ll. 31-33) w(j e/)oikeによる間接的な疑問 fi/los meìn dh/, w(s e/)oike, 

... o( ponhro/s (f: edd.) 2. 337c (fol. 7r col. 1 ll. 33-34) ei)=en, e/)fh, w(s dhì o/(moion tou=to e)kei/nwi (q: Ficinus, 

Stephanus; f: c.) 3. 342b (fol. 9r col. 1 ll. 27-38) hì) ou/)te ... skopei=n ・ou/)te gaìr ... ou)de ... e)sti/n (f: Musurus, 

Bekker, Ast; q: c. (post skopei=n q: Ficinus, Stephanus, Bekker, Ast; nq: c.)) 4. 348b (fol. 11v col. 1 ll. 30-31) 

o(pote/rws ou)=n soi... a)re/skei (q: Ficinus, Stephanus, Ast, Bekker, Schneider, Stallbaum, Jowett & 
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Campbell; f: Musurus, Baiter, Adam, Burnet, Chambry (F： pote/rws pote/rwj; ou)=n soi... a)re/skei; 

Hermann, Shorey pote/rwj ou)=n soi... a)re/skei; Slings)) 5. 349c (fol. 12r col. 1 ll. 27-28) o/(s ge ...a)cioi= (q: 

Stephanus, Bekker, Ast, Schneider, Burnet, Chambry, Slings; f: c.)

7  「疑問符」が付された基準とそのプラトン解釈上の意義

「疑問符」とみなされてきた符号が付されている箇所について、文法的・意味論的に明示的に疑問文

の特徴がある個所から考察すると、まず5.1疑問詞のある個所について、「疑問符」が付されている場

合と付されていない場合の数は、21：67である。疑問詞か不定代名詞かは、アクセントと語順とで区

別されるが、アクセントにおいて疑問詞とみなしていても「疑問符」を付していないことの方が圧倒

的に多い。疑問詞のある文に「疑問符」を打たないのであるから、この符号を疑問符と呼んでよいか

は問題である。ただし、Gardthausenは、疑問符は文法的特徴のあるところで必ずしも付されていない

と報告している（Ⅱ 406）。そこで、調査の現段階ではこの経験知に従うとすると、なおこの符号を疑

問符とみなす仮説を維持するためには、「選択的に付されている」という仮説を付け加えねばならない。

そうすると、5.2疑問の小辞の場合、20：7、5.3相手に答えることを命令・勧奨する文に続く文の場合、

13：3、5.4と5.5の選言命題や矛盾命題にかかわる場合の合計5：5は、どう説明されるべきか。「一

貫して」とは言えまい。また、「無作為に」というならば、もはや疑問符と一つの符号に分類できな

かろう。従って、「覚書として」と言うに留まろう。

　それでは、「覚書として」、文法的・意味論的に明示的な特徴を有しないところでも、なお疑問符た

りえているであろうか。確かに、逐一疑問符を付していなくても咎められないという前提を受け入れ

る限りでは、6.1-6.9で、疑問符が付されていなくても、また、調査した19世紀以降の諸校訂と不一

致でも、有用性は認められないものの、疑問符の資格を奪われることはない。しかし、疑問符を付し

てある場合どうであろうか。疑問符を付してある個所の数に対する19世紀以降の諸校訂との不一致

の数は、6.1 ou)kou=nで始まる文：0/8、6.2 表明されていない相手の信念・態度・発言に言及する文：2/28、

6.3.1.1 a/)ra ... ou)k ...：2/2、6.3.1.2  ou)k a/)ra ... a)llaì ... 3/3、6.3.1.3 単純な a/)ra：2/6、6.4小辞 a)lla/

で始まる文：0/6、6.5添加の小辞 kai/並びに省略文：2/6、6.6 否定の添加の小辞 ou)de/の文：3/4、6.7

小辞 de/で始まる文：2/9となる。これをどう評価すべきか。もちろん、近代校訂諸家の判断と比較し

ても、6.1、6.4、6.5、6.7では、疑問符を付す判断の妥当性を評価し得る。そのほかは、その妥当性に

大きな疑義を挟む余地があるが、しかし、間接疑問を疑問とする6.7.1.5について、現代の句読法の流

儀から、「誤り」と判定し得るように、疑問符を付する上での判断の「誤り」と考えれば、全体とし

て「覚書として」疑問符を付しているとする仮説を斥けることはできまい。

　それでは、6.3、6.6も含めて、この覚書としての疑問符について、その疑問符を付する判断基準は

何か。それは、これらに共通な要素を要約することとなるから、すでに分類記述の時点で含意されて

いるように、話者が対話相手の表明されていない信念、態度、発言に直接、間接に言及し、その関与

commitmentを対話相手の意向に委ねていることとなろう。

　それでは、6.3、6.6に見られる、写本Ａの疑問符を付することの判断者、恐らく写字生の傍らにい

る指示者、この人に由来する解釈の特異な点はどのようなことがらであろうか。それは、論争文学一



般に言い得る、論敵に反対意見を提示する ou) ... a)llaì ... の形式についても、この解釈は「ソクラテ

スが問うている」と判断するところにある。文脈的には連接する6.8.1.2　335dにおける、小辞 ga/r、

並びに、断定を避けた信念表明の挿入句 oi)=maiを伴う、 ou) ... a)llaì ... の形式の文にわざわざ疑問符を

付している事と連携する問題である。その内容においては、いずれも、対話相手の論駁の要となる同

名因果観への関与に「疑問符を付す」ことである。このことは、徹底してソクラテスを問う人とみな

し、対話の表層における相互の意見の一致と見える状況をも、話者の表情等の間接的な言語行為を通

じて、単なる一致と見ることからずらそうとすることにつながる。フォティオス影響下のビザンツ帝

国9世紀に、このような解釈があると言えるならば、それは、解釈史上重要な示唆と言えよう。

　しかしながら、こうした特異な疑問符の存在は、却って、このような説得や意見の一致という表層

には、対話者間の構造的なずれがあるということを、疑問符という書記法なしに、既にプラトンが、

自身の原テキストの内に書き表している可能性を照らし出すことになると思われる。

　第一に、確かに、ポレマルコスとの対話では、ソクラテスがポレマルコスの信念を吟味して、その

信念間の相互矛盾が明らかになる。しかし、トラスュマコスとの対話では、そればかりでなく（331e, 

339d）、ソクラテス自身の立場を論証するということも行われている（345a; 347a; 347e-348a; 351a）。こ

のことは、第2巻で、事後的言及として、聴衆グラウコン、アデイマントスによって「説得」として

（357a）、また、ソクラテスによって、「説得」並びに「証示」として（368b）、記述されている6。従っ

て、ソクラテスが持説への関与を全く表明していないとするテキストの読みには無理がある。実際同

名因果観は第2巻以降たびたびソクラテスによって提起される(e.g. 430e; 444c-d; cf. 436e-437a; 439b)。

しかしながら、第1巻における、表層における言葉の上での意見の一致が、体系的な一致でもあった

かと問えば、否であることは、第2巻冒頭のグラウコン、アデイマントスのトラスュマコス説の展開、

そしてそれに応ずるソクラテスの以後の弁明から（545a-b; 588b ff.）明らかである７。

　第二に、疑問符並びに体系的な句読法がないという書記法の制約において、文法的、意味論的、語

用論的に、劇作内で対話者によって問いが直接、間接に行われていることを、プラトンが明示する方

法は、実に多岐に亘っている、このことは本報告からも明らかであるが、それにもかかわらず、疑問

文とも断定文とも決められぬ文を、プラトン自身が読者の解釈に委ねていると考える可能性は、否定

できぬところがある。例えば、直接話法の応答様式において、 a)lhqh= le/geij 型の応答は、内含され

る命題に関する話者の関与の可能性を一切表示しない疑問文、例えば単純な a)=ra 文への応答には、ほ
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

6 対話相手の信念を吟味する純粋の問いとは異なる、疑問文による間接的な主張を用い、対話相手の

同意を得ることによって説得することの表現形式は、589c-dに見られる。
7グラウコン、アデイマントスとソクラテスとの間の意見の一致については、相互の意見の一致は言葉

の上でも明確に確認されているし（e.g.  434a; 436c; 437a）、また８巻冒頭部では、先行の同意事項が

確認されているし（543a-c）、更には、「脱線」部分の５－７巻でも同意が図られ（e.g. 511e; 523a-b）

言葉の選択の上でもプラトン『国家』に特異な sunoi/omaiが際立つ(500a8; 500b1; 517c6, c7; 537c8(

以下行数はバーネット版)) が、それにもかかわらず、根底において、善のイデアの性格について一致

に到達してはいない（509b）。そのほか、対話における体系的不一致の分析例としては、瀧章次、2003。
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とんど用いられていない8。すなわち、問い手が疑問によって非関与を表明するのに対して、答え手が

応答において話者の関与を示唆するという、問い手と答え手の理解のずれが描かれている。そればか

りでなく、実際に、ソクラテスの用いる小辞の言及対象は、ソクラテスにとっては、対話相手の応答

において関与した命題であるにしても、他方、対話相手にとっては、言語使用の現場にあって、ソク

ラテスが問いに内含し、ソクラテスが関与している命題であるというずれが生起している。トラスュ

マコスは、「君の議論によれば」（353e）と、同意しているようで、実は、問い返している。また、ト

ラスュマコスの非難（336b-337a）、アデイマントスの指摘（487b-d）が示すように、ソクラテスは、

問うことをしながら、問うている事柄について、何かをしかけている人として、対話相手に映るよう

に描かれていると考えねばならない（cf. Apol. 23a）。

　第三に、物語的対話編においては、間接の応答様式sune/fh、suwmolo/gei等によって、過去の対

話を物語る語り手ソクラテスが、その聴衆に対して、「同意」の質に関してその内容を精査するよう

示唆している構造がある 9。

　以上のことから、対話者間に、表層の意見の一致があるにもかかわらず、同時に体系的不一致が進

捗していることは、読者が疑問符を付することを俟たなくとも、対話を描く技法において、作者プラ

トンが既に示していると考えることができる。

　とはいえ、確かに、写本Ａの疑問符に内蔵された解釈の方向は、テキストの生命を伝えている。そ

の疑問符がせいぜい覚書に留まるにせよ、なお、その記憶がさらに遡る伝承によるのか、否か。この

更なる問いに答えることを試みるには、9世紀のプラトニストたちの全貌を明らかにすることに俟た

ねばならない。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

8  詳細はA.Taki“A Chasm underneath the Smoothed Consensus: a note on Plato’s idiosyncratic use of  a)lhqh= 

le/geij”(unpublished) 2008 （『東京大学西洋古典学研究室紀要』に投稿）。
９ 瀧章次,2004; 同, 2006　
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A Survey on the Interrogation Marks in Plato’s Byzantine Manuscript,  graecus 

Parisinus 1807, fol. 1r col. 1 - fol. 14r col. 1

Akitsugu Taki

Abstract

　　　　　I survey over the text of the Clitophon and Republic Book I in fol. 1r col. 1 to fol. 14r col. 1, 

Parisinus graecus 1807, Plato’s 9th-century Byzantine manuscript and Codex A in Bekker’s list, both the 

graphical characteristics of the then newly designed interrogation mark, a combination of a comma-type mark 

with either a colon-type mark, traceable in use to the ancient times as change of speakers, or a middle-height 

single-dot-type mark, and the linguistic distinctions of the sentences preceding such interrogation marks. On 

the graphical survey I also propose a new hypothesis that the responsibility for the putting of all or most of the 

comma-type marks as part of the interrogation mark is attributed to the first hand of the manuscript and not to 

a later one. On this hypothesis, furthermore, I suggest that the linguistic distinctions in using the new device 

imply not that the first hand had no reasonable standard of distinguishing between interrogation and statement 

but rather that, although not consistently as in modern editors, it left an interpretive note on the intention of a 

speaker in the drama when the speech has no distinctive grammatical mark for interrogation. This note, 

probably attributed to an advisor sitting beside the copyist, points to the 9th century, if not any more earlier, 

Byzantine Platonists’ radical interpretive strategy of deducing an intended systematic incongruity, from the 

superficial consensus, between the interlocutors Plato dramatically represented. In what follows, I will proffer 

after an introduction (1) the list of the places where the interrogation mark is put (2), the results of the graphical 

survey of the interrogation marks there (3), a hypothesis on the hand of the marks (4), the results of the 

linguistic survey on grammatically marked (5), and unmarked (6), sentences, and their implications on Plato’s 

arts of writing dialogues (7).
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